
考
察
し
た
い
。

良
房
婚
は
、
皇
親
女
子
と
臣
下
の
結
婚
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
皇
親
女
子
の
側
か
ら
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
良
房
婚
の
意
義
を
考
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
槁
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
ｌ
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た

（
１
）

め
に
ｌ
」
で
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
行
論
の
都
合
上
、
主
旨
の
み
記
述
し
て
お
き
た
い
。

天
皇
一
族
の
血
統
的
尊
貴
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
皇
親
女
子
と
臣
下
の
結
婚
を
禁
止
す
る
考
え
方
は
五
世
紀
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
、
そ
の
精
神
を
法
文
化
し
た
継
嗣
令
王
嬰
親
王
条
は
か
な
り
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
。
八
世
紀
の
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
例
は
三
世

藤
原
良
房
が
臣
下
と
し
て
最
初
に
天
皇
の
娘
と
結
婚
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
娘
を
妻
に
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
政
治
家

と
し
て
の
良
房
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
誰
し
も
思
い
至
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
房
と
源
潔
姫
の
結
婚
（
以

下
良
房
婚
と
省
略
す
る
）
の
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
家
族
史
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を

論
文藤

原
良
房
と
源
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
に
っ

は
じ
め
に

キ
ー
ワ
ー
ド
叩
平
安
時
代
藤
原
良
房
源
潔
姫
皇
女
の
結
婚
藤
原
氏
の
台
頭

い

て

栗
原
弘
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で
は
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
続
い
て
、
藤
原
氏
冬
嗣
流
の
婚
姻
の
歴
史
を
分
析
し
、
良
房
が
臣
下
と
し
て
最
初
に
天
皇
の
娘
と
結
婚
し
た
意
義

を
臣
下
の
側
か
ら
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
歴
代
の
藤
原
氏
冬
嗣
流
の
一
族
が
ど
の
よ
う
な
身
分
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
た
の
か
、
藤
原
不
比
等

か
ら
み
て
い
き
た
い
（
〔
表
１
〕
不
比
等
の
世
代
を
第
一
世
代
と
し
て
、
以
下
の
世
代
の
数
値
を
示
す
こ
と
に
す
る
）
。
不
比
等
は
蘇
我
婿
子
（
武
智
麻

（
２
）

呂
・
宇
合
・
房
前
な
ど
母
）
・
賀
茂
朝
臣
売
比
菅
子
母
）
・
県
犬
養
三
千
代
（
光
明
子
母
）
を
妻
と
し
て
い
る
。
妻
の
父
親
は
蘇
我
連
子
・
賀
茂

朝
臣
・
県
犬
養
氏
で
、
身
分
は
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
・
正
四
位
上
・
不
詳
で
あ
る
。
連
子
は
最
高
級
ク
ラ
ス
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
不
比
等
の
妻
は

鎌
足
の
男
子
と
し
て
身
分
の
高
い
女
性
が
選
ば
れ
て
い
る
。

王
の
結
婚
が
一
例
例
外
的
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
は
せ
い
ぜ
い
五
世
王
程
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
延
暦
一
二
年
（
七
九
三
）
に
桓

武
天
皇
が
藤
原
氏
に
対
し
て
二
世
王
以
下
と
の
結
婚
を
認
め
る
と
い
う
、
従
来
の
規
制
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
る
法
令
を
出
し
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
朝
に
、
二
～
三
世
王
と
臣
下
の
婚
姻
は
み
ら
れ
な
い
。
桓
武
の
法
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
皇
親
女
子
の
婚
出

は
認
め
な
い
」
と
す
る
伝
統
的
状
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
臣
下
が
一
世
王
（
天
皇
の
娘
）
・
二
世
王
（
天
皇
の
孫
娘
）
と
結
婚
す
る

こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
観
念
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
嵯
峨
は
子
供
が
四
九
人
も
生
ま
れ
、
多
数
の
子
供
を
臣
籍
に
降
ろ
し
た
。
潔
姫
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
天
皇

の
子
供
の
大
量
出
現
は
、
天
皇
の
子
供
で
あ
る
こ
と
の
価
値
を
下
降
さ
せ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
多
数
の
娘
が
臣
籍
（
準
一
世
王
）

に
降
ろ
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
女
達
の
婚
姻
が
自
由
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
禁
制
時
代
と
同
様
で
あ
っ
て
、
潔
姫
の
事
例

以
外
に
一
世
王
や
準
一
世
王
で
臣
下
と
結
婚
し
た
例
は
そ
の
後
も
百
年
以
上
も
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
良
房
婚
は
古
代
の
皇
親
女
子
の
結
婚

史
上
に
お
い
て
特
例
中
の
特
例
で
、
五
世
紀
以
来
天
皇
一
族
に
続
い
て
き
た
禁
制
の
伝
統
を
破
っ
て
実
現
し
た
歴
史
上
稀
に
み
る
結
婚
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
皇
親
女
子
の
側
か
ら
、
良
房
婚
の
意
義
に
つ
い
て
、
以
上
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

｜
藤
原
氏
冬
嗣
流
の
婚
姻
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表1冬嗣流の妻方の身分表

身分

大紫冠

正四位上

？

従五下

正三位

子
臣
氏

連
朝
養

我
茂
犬

蘇
賀
県

第一世代

(不比等）

武智麿 安倍真虎（貞吉）

大納言朝麿

(紀麻呂か）

小治田功麿 ？

う下く

臣
上
上
上
下
下
下
下
下
位
位
下
下
位
位
位
下
上
上
位
か
位
下

大
四
六
五
五
四
四
四
五
二
三
五
五
三
一
二
四
四
五
三
位
一
四

右
従
？
正
従
従
従
従
？
？
？
正
従
従
従
正
従
正
？
正
従
従
従
正
従
無
正
？
？
正

宇合 蘇我石川麿

高橋笠朝臣

小治田牛養

久米奈保麿

佐伯徳麿

第二世代

(房前の兄弟）

春日倉首老か

美努王

片野朝臣？

阿波采女父

房前

因幡国造気豆

当麻氏

藤原烏養

藤原良継

大野東人

佐味飛鳥麿

安倍帯麿
第三世代

(真楯の兄弟）

藤原宇合

津守氏（誤りか）

安倍息道

佐伯久良麿

第四世代

(内麿の兄弟）

内麿 飛鳥戸奈止麿

坂上苅田麿

依当大神

藤原永手

三国氏

橘清友

伊勢老人

第五世代

(冬嗣の兄弟）
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表1冬嗣流の妻方の身分表（つづき）

少

か
仕

上
下
下
上
上
位
下

分
五
四
四
六
四
三
五

身
従
従
従
正
従
従
正

冬嗣 藤原真作

百済王仁貞

安倍雄笠

嶋田村作

大庭王第五世代

(冬嗣の兄弟）

治部大輔

？

従五上

難波氏

藤原総継

毎
一
？
？
｜
“
｜
緬
街
一
密
画
一
再

第六世代

(良房の兄弟） 飛鳥戸名村

高田沙弥麿

船副使麿

紀豊春

在原棟梁

藤原末並

人康親王

忠良親王

？

第七世代

（基経の兄弟、

および父方イトコ）

錘
一
軒
榊
一
？
唾
一
緬
酎
画

藤原三藤

当麻清雄

平
益
乙
弥
江
道
大
宮

源定有

藤原清貫
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次
に
、
第
三
世
代
は
藤
原
氏
の
世
代
別
で
は
特
に
集
中
的
に
藤
原
四
家
流
内
の
父
系
近
親
婚
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
第
三
世
代
の

男
子
の
妻
方
の
身
分
は
平
均
す
る
と
か
な
り
高
い
。
そ
れ
は
、
第
二
世
代
で
四
子
が
全
員
議
政
官
に
な
り
、
各
々
の
子
供
の
間
で
父
系
近
親
婚

が
行
わ
れ
、
結
果
的
に
身
分
の
高
い
者
同
士
の
結
婚
が
多
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
第
三
世
代
の
傾
向
の
な
か
で
、
冬
嗣
流
の
真

楯
（
大
納
言
）
は
藤
原
氏
の
女
子
と
の
結
婚
が
み
ら
れ
ず
、
佐
味
・
安
倍
と
い
う
五
位
ク
ラ
ス
の
女
性
を
妻
と
し
て
お
り
、
こ
の
世
代
で
最
も

妻
方
の
身
分
が
低
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

次
に
、
良
房
の
祖
父
内
麿
の
第
四
世
代
を
み
よ
う
。
内
麿
の
兄
真
永
（
正
六
位
上
）
の
妻
の
父
は
安
倍
息
道
（
従
四
位
下
）
・
佐
伯
久
良
麿

（
３
）

（
４
）

（
従
四
位
上
）
で
あ
り
妻
方
の
身
分
は
四
位
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
次
に
、
内
麿
の
妻
方
の
身
分
を
み
る
と
、
飛
烏
戸
奈
止

麿
（
正
五
位
上
）
・
坂
上
苅
田
麿
（
従
三
位
）
・
依
当
大
神
（
無
位
ｌ
推
定
）
・
藤
原
永
手
（
正
一
位
）
で
あ
る
。
内
麿
は
従
三
位
右
大
臣
ま
で
昇
り
、

廟
堂
の
首
座
に
ま
で
な
っ
た
人
物
で
、
そ
の
妻
の
父
親
は
苅
田
麿
・
永
手
で
あ
る
か
ら
、
妻
方
の
身
分
が
高
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
内

麿
の
婚
姻
経
歴
を
詳
細
に
み
れ
ば
、
妻
方
の
身
分
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。

ま
ず
、
最
も
身
分
の
高
い
永
手
娘
と
の
婚
姻
を
み
て
お
こ
う
。
二
人
の
間
に
は
一
○
男
衛
が
生
ま
れ
て
い
る
莚
暦
一
八
年
）
。
こ
の
時
内
麿

は
四
四
才
。
舅
に
当
た
る
永
手
は
二
八
年
も
前
に
死
去
（
宝
亀
二
年
）
し
て
い
た
。
永
手
娘
が
父
の
死
去
（
五
八
才
）
し
た
年
に
生
ま
れ
た
娘

と
仮
定
し
て
も
、
彼
女
は
延
暦
一
八
年
に
は
二
九
才
で
あ
る
。
実
際
は
か
な
り
以
前
に
生
ま
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
永
手
娘
の
年
令
は

三
○
才
を
は
る
か
に
越
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
内
麿
が
正
一
位
左
大
臣
永
手
娘
を
妻
と
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
彼
女
は
内
麿

の
四
番
目
の
妻
で
あ
り
、
そ
の
父
は
二
八
年
も
前
に
死
去
し
て
い
る
。
内
麿
に
と
っ
て
妻
方
の
身
分
的
価
値
は
さ
し
て
問
題
と
は
な
ら
な
か
つ

の
四
番
目
の
妻
で
あ
り
、
そ
（

次
に
、
第
二
世
代
を
み
る
と
、
武
智
麿
が
正
三
位
大
納
言
朝
麿
（
紀
麻
呂
か
）
娘
、
房
前
が
美
努
王
娘
（
五
世
王
）
、
宇
合
が
右
大
臣
蘇
我
石

川
麿
娘
を
そ
れ
ぞ
れ
妻
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
世
代
も
か
な
り
身
分
の
高
い
女
性
を
妻
と
し
て
い
る
（
麻
呂
は
因
幡
国
造
気
豆
娘
・
当
麻
氏
娘

た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
身
分
が
低
い
）
。

説
明
が
後
に
な
っ
た
が
、
妻
方
の
身
分
を
検
討
す
る
意
味
は
、
男
性
が
ど
の
よ
う
な
身
分
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
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で
は
次
に
、
良
房
の
婚
姻
に
直
接
的
に
関
連
す
る
父
冬
嗣
の
第
五
世
代
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
内
麿
の
一
男
は
真
夏
で
あ
る
。
彼
の
妻
の

父
親
は
、
三
国
氏
（
位
不
詳
）
・
橘
清
友
（
位
不
詳
）
・
伊
勢
老
人
（
正
四
位
下
）
で
あ
る
。
真
夏
の
場
合
、
彼
が
一
二
才
の
時
、
父
内
麿
は
従
四

位
下
参
議
で
あ
り
、
す
で
に
議
政
官
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
た
。
議
政
官
の
一
男
と
し
て
真
夏
の
妻
は
名
門
出
の
女
性
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
三
国
氏
・
橘
清
友
は
位
が
不
明
で
、
そ
の
こ
と
自
体
が
身
分
的
低
さ
を
証
明
し
て
い
る
。
二
人
と
も

ラ
ス
、
内
麿
の
そ
れ
は
五
～
四
位
ク
ラ
ス
一

女
性
を
妻
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

貴
族
社
会
の
中
で
の
身
分
的
評
価
を
表
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
妻
方
の
身
分
は
そ
の
結
婚
の
実
態
が
明
確
で

な
い
と
、
誤
っ
た
解
釈
を
生
み
が
ち
で
あ
る
。
内
麿
と
永
手
娘
の
事
例
で
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
、
若
い
頃
に
正
式
な
結
婚
と
し
て
正
一
位
の

娘
を
妻
に
す
る
こ
と
と
、
晩
年
に
な
っ
て
、
零
落
し
た
高
級
官
僚
の
娘
を
妾
妻
に
す
る
こ
と
で
は
、
そ
の
意
味
が
決
定
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ

る
。
妻
方
の
身
分
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
男
性
の
当
時
の
身
分
的
評
価
と
解
釈
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

次
に
、
永
手
に
つ
ぐ
高
官
で
あ
る
坂
上
苅
田
麿
を
み
て
お
こ
う
。
苅
田
麿
は
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
お
り
、
高
級
官
僚
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
苅
田
麿
を
従
三
位
ク
ラ
ス
、
つ
ま
り
高
級
官
僚
階
級
と
理
解
し
、
内
麿
が
そ
の
階
級
の
娘
を
妻
と
し
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
坂
上
氏
の
姓
は
本
来
は
「
忌
寸
」
で
、
も
と
も
と
身
分
の
高
い
氏
族
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
苅
田
麿
の
父
犬
養
が
聖

（
５
）

武
に
武
才
を
認
め
ら
れ
、
後
に
正
四
位
上
に
昇
叙
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
姓
は
「
忌
寸
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
苅
田
麿
が
仲
麻
呂
の
乱
に

（
６
）

お
い
て
武
勲
を
た
て
、
正
六
位
上
か
ら
一
躍
従
四
位
下
に
昇
っ
た
。
後
に
延
暦
四
年
に
従
三
位
に
進
み
、
そ
の
年
の
六
月
苅
田
麿
は
改
姓
願
い

（
７
）

を
提
出
し
「
大
宿
祢
」
の
姓
を
得
て
い
る
。
つ
ま
り
、
坂
上
氏
は
苅
田
麿
の
時
、
従
三
位
に
到
達
し
た
と
は
い
え
、
出
自
か
ら
判
断
す
れ
ば
高

級
官
僚
階
級
と
は
言
い
が
た
く
、
五
～
四
位
格
の
階
級
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

真
夏
・
冬
嗣
・
愛
発
な
ど
の
子
供
の
年
令
や
昇
進
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
内
麿
の
主
た
る
妻
の
父
は
飛
鳥
戸
氏
・
坂
上
氏
の
渡
来
系
の
氏
族
と

無
位
の
依
当
大
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
門
閥
的
見
地
か
ら
み
れ
ば
名
門
氏
族
と
は
い
え
ず
、
総
合
的
に
判
断
し
て
身
分
的
に
は
五
～
四
位

ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
内
麿
の
兄
弟
で
あ
る
第
四
世
代
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
兄
の
真
永
の
妻
方
身
分
は
四
位
ク

ラ
ス
、
内
麿
の
そ
れ
は
五
～
四
位
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
目
立
っ
た
兄
弟
間
格
差
も
な
く
、
彼
ら
は
あ
ま
り
身
分
の
高
く
な
い
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
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と
で
あ
っ
て
、
親
子

意
し
て
お
き
た
い
。

衛
は
恒
世
親
王
娘
（
淳
和
系
二
世
王
）
を
妻
と
し
て
い
る
か
ら
、
内
麿
の
子
供
（
第
五
世
代
）
で
は
最
も
身
分
の
高
い
女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、

（
Ⅲ
）

衛
は
良
房
よ
り
わ
ず
か
五
才
年
長
の
オ
ジ
で
あ
っ
て
、
別
槁
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
衛
と
恒
世
親
王
娘
と
の
結
婚
は
、
親
王
の
死
後
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
親
王
は
こ
の
結
婚
に
何
ら
関
与
し
て
い
な
い
。
し
か
も
良
房
婚
よ
り
少
な
く
と
も
一
○
年
以
上
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
留

せ
い
ぜ
い
五
位
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
８
）

次
に
、
良
房
の
父
冬
嗣
の
場
合
を
み
よ
う
。
冬
嗣
は
藤
原
美
都
子
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
美
都
子
が
い
う
ま
で
も
な
く
良
房
達
の
母
で
あ

る
。
美
都
子
の
父
真
作
は
従
五
位
上
で
終
わ
っ
て
い
る
。
冬
嗣
が
美
都
子
と
結
婚
し
た
延
暦
二
○
年
頃
、
父
内
麿
（
四
六
才
）
は
正
四
位
上
中

納
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
男
の
妻
と
し
て
相
当
の
身
分
の
あ
る
女
性
が
選
ば
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
美
都
子
の
父
真
作
の
極

官
は
従
五
位
上
で
あ
る
。
と
て
も
高
官
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
納
言
の
二
男
の
妻
方
と
し
て
は
平
凡
な
身
分
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

つ
づ
い
て
、
冬
嗣
は
百
済
王
仁
貞
（
従
四
位
下
）
・
安
倍
雄
笠
（
従
四
位
下
）
・
島
田
村
作
（
正
六
位
上
）
・
大
庭
王
（
従
四
位
上
）
の
各
娘
を
妻

と
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
大
庭
王
（
三
～
五
世
王
）
が
皇
親
で
あ
り
、
別
格
に
出
自
が
高
い
。
し
か
し
、
大
庭
王
娘
と
結
婚
し
た
の
は
冬

嗣
が
四
九
才
の
頃
で
あ
り
、
二
人
の
結
婚
は
王
の
死
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
婚
姻
は
父
を
失
っ
た
娘
を
、
権
力
者
冬
嗣
が
一
方
的

に
妾
妻
と
し
た
こ
と
が
濃
厚
で
あ
る
。
臣
下
が
皇
親
女
子
を
妾
妻
と
し
た
意
義
は
低
く
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
冬
嗣
が
高
い
身
分
の
女
性
と
結

婚
し
た
事
例
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

冬
嗣
の
妻
方
の
身
分
を
総
合
す
る
と
、
位
階
で
い
え
ば
五
～
四
位
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
冬
嗣
の
異
母
弟
を
み
て
お
こ
う
。
七
男
愛
発
の
妻
方
は
実
兄
の
真
夏
（
従
三
位
・
参
議
）
、
九
男
大
津
の
そ
れ
は
紀
南
光
（
正
五
位

下
）
、
一
○
男
衛
の
そ
れ
は
恒
世
親
王
で
あ
る
。
愛
発
の
場
合
は
父
系
近
親
婚
で
あ
っ
て
、
オ
ジ
と
メ
イ
の
婚
姻
で
あ
る
。
同
一
家
族
成
員
内

（
９
）

で
の
婚
姻
で
あ
る
か
ら
、
妻
方
身
分
を
云
々
す
る
事
例
と
し
て
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。
ま
し
て
、
真
夏
は
薬
子
の
変
で
失
脚
の
身
で
あ
る
か

ら
、
身
分
的
評
価
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
津
の
場
合
は
、
本
人
自
身
正
五
位
下
と
微
官
で
終
わ
っ
て
い
る
。
妻
方
身
分
は

ら
、
身
分
的
評
価
（

正
五
位
下
で
あ
る
。
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冬
嗣
の
世
代
（
第
五
世
代
）
の
妻
方
の
身
分
を
整
理
す
る
と
、
政
治
的
成
功
者
で
あ
っ
た
真
夏
・
冬
嗣
と
異
母
弟
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の

妻
方
身
分
が
や
や
高
い
傾
向
が
あ
る
が
、
冬
嗣
の
世
代
は
ほ
ぼ
全
員
が
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
身
分
の
女
性
を
妻
と
し
て
お
り
、
平
均
的
に
み
て

妻
方
の
門
地
は
高
い
と
は
い
え
ず
、
顕
著
な
兄
弟
間
格
差
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
良
房
の
世
代
（
第
六
世
代
）
を
み
る
と
、
一
男
の
長
良
は
難
波
氏
（
位
不
詳
）
と
藤
原
総
継
（
従
五
位
下
）
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。

長
良
は
祖
父
・
父
と
も
に
廟
堂
の
首
座
を
占
め
た
一
族
の
一
男
で
あ
り
、
し
か
も
父
冬
嗣
は
彼
が
二
五
才
ま
で
生
存
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

父
の
高
い
身
分
に
応
じ
た
高
い
階
級
の
女
性
を
選
択
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
形
跡
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

次
に
、
弟
の
良
相
は
一
四
才
の
時
に
父
冬
嗣
を
失
っ
て
お
り
、
彼
の
婚
姻
は
本
人
の
意
志
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
良
相
の
妻
の
父
は
大
江

乙
枝
で
、
位
階
は
従
五
位
下
で
あ
る
。
一
男
の
長
良
と
同
等
の
身
分
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
る
。
良
相
は
三
○
才
余
の
時
こ
の
妻
を
失
っ
て
い

（
Ⅱ
）

る
が
、
そ
の
後
、
他
の
女
性
と
は
再
婚
し
な
か
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
場
合
も
、
身
分
の
高
い
女
性
と
結
婚
し
て
い
な
い
。

異
母
弟
の
良
仁
・
良
世
の
妻
方
身
分
を
み
る
と
、
前
者
は
藤
原
浜
主
（
従
四
位
上
）
、
後
者
は
船
副
使
麿
（
従
五
位
下
）
・
紀
豊
春
（
従
五
位

下
）
で
あ
る
。
や
は
り
、
か
れ
ら
も
長
良
・
良
相
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
六
世
代
の
男
子
の
全
体
的
傾
向
も
そ
れ
以
前
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ず
、
兄
弟
達
は
全
員
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
女
性
と
結
婚
し
て
い
る
。

（
吃
）

と
こ
ろ
で
、
長
良
・
良
相
兄
弟
は
冬
嗣
の
正
妻
美
都
子
の
所
生
で
あ
る
。
彼
ら
の
場
合
は
、
も
は
や
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
将
来
の
高
位

高
官
位
が
約
束
さ
れ
て
い
た
エ
リ
ー
ト
兄
弟
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
婚
姻
観
が
良
房
の
時
代
の
高
級
官
僚
を
代
表
す
る
観
念
で
あ

っ
た
。
そ
の
彼
ら
が
、
異
母
兄
弟
と
同
じ
よ
う
に
、
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
女
性
を
結
婚
対
象
に
す
る
考
え
方
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

不
比
等
か
ら
冬
嗣
（
第
一
～
五
世
代
）
ま
で
、
北
家
冬
嗣
流
の
男
子
の
妻
方
の
身
分
を
検
証
し
て
み
る
と
、
第
一
～
三
世
代
ま
で
は
藤
原
氏

の
妻
方
の
身
分
が
高
い
傾
向
が
あ
る
が
、
冬
嗣
流
に
限
っ
て
い
え
ば
、
房
前
以
降
の
男
子
は
歴
代
そ
れ
ほ
ど
高
い
身
分
の
女
性
を
妻
に
し
て
い

な
い
。
そ
の
一
般
的
傾
向
は
、
（
二
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
女
性
を
妻
と
し
、
藤
原
氏
の
政
治
的
門
地
の
高
さ
に
比
較
し
て
、
妻
方
の
そ
れ
は
高

く
な
い
こ
と
、
三
）
兄
弟
間
に
み
る
妻
方
の
身
分
格
差
は
、
特
定
の
男
子
が
優
遇
さ
れ
る
兄
弟
間
差
別
は
認
め
ら
れ
ず
、
全
員
が
ほ
ぼ
同
程
度

の
身
分
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
に
よ
っ
て
、
良
房
が
弘
仁
一
四
年
頃
に
潔
姫
と
結
婚
す
る
前
段
階
の
冬
嗣
流
の
婚
姻
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ま
で
冬
嗣
流
男
子
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
伝
統
的
に
五
～
四
位
階
級
の
女
性
を
結
婚
対
象
と
し
て
い
た
。
真
楯
か
ら
冬
嗣
ま
で
、
政
治

的
地
位
が
上
昇
し
、
政
治
的
主
導
権
を
左
右
す
る
地
位
を
確
保
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
方
の
身
分
は
そ
れ
に
相
応
し
て
上
昇
し
て

い
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
あ
ま
り
身
分
の
高
く
な
い
五
～
四
位
階
級
の
女
性
を
結
婚
対
象
と
し
て
お
り
、
妻
方
の
身
分

は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
良
房
婚
は
冬
嗣
流
の
政
治
的
地
歩
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
妻
方
の
身
分
も
上
昇
し
、
冬
嗣
流
の
男
子
の
間
に
身
分
の
高
い
女

性
を
妻
と
す
る
慣
行
が
成
立
し
て
い
た
所
に
、
天
皇
の
娘
が
妻
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
歴
代
の
冬
嗣
流
は
兄
弟
間
格
差
も

あ
ま
り
な
く
、
一
貫
し
て
五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、
突
然
良
房
の
み
が
破
格
の
待
遇
を
受
け
、
天
皇
の
娘
、
つ

ま
り
階
級
の
頂
点
に
立
つ
女
性
が
一
躍
与
え
ら
れ
た
。
天
皇
の
娘
を
妻
と
す
る
臣
下
の
出
現
は
古
代
史
上
最
初
の
出
来
事
で
あ
り
、
貴
族
社
会

に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
良
房
婚
は
冬
嗣
流
の
歴
代
の
成
員
が
保
持
し
て
き
た
伝
統
的
観
念
を
大
き
く
変
質
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
良
房
婚
は
兄
弟
間
の
妻
方
の
身
分
観
念
の
均
衡
性
を
大
き
く
崩
し
、
「
妻
方
の
身
分
は
五
位
以
上
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

以
上
の
高
位
は
特
に
こ
だ
わ
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
藤
原
氏
最
高
権
力
者
及
び
そ
の
子
孫
は
、
高
い
身
分
の
女
性
を
妻
と
す
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
観
念
を
醸
成
し
た
。
基
経
以
降
、
い
わ
ゆ
る
摂
関
家
の
嫡
流
の
男
子
の
妻
方
の
身
分
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
い
く
。
良
房
婚
は

冬
嗣
流
の
男
子
の
結
婚
観
を
変
質
さ
せ
る
転
換
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

良
房
婚
は
皇
親
女
子
の
婚
姻
史
の
上
か
ら
も
、
藤
原
氏
の
婚
姻
史
の
上
か
ら
も
特
別
の
結
婚
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
結
婚

後
、
良
房
が
貴
族
社
会
で
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
昇
進
過
程
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
良
房
婚
の
成
立
事
情
と
時
期
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
良
房
婚
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
唯
一
の
史
料
は
「
文
徳
実
録
」
で
、
斉
衡

二
良
房
の
昇
進
過
程
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三
年
（
八
五
六
）
六
月
丙
申
条
源
潔
姫
卒
伝
に
「
太
政
大
臣
正
一
位
藤
原
良
房
弱
冠
之
時
。
天
皇
悦
其
風
操
超
倫
。
殊
勅
嫁
之
」
と
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
坂
本
太
郎
氏
は
「
弱
冠
を
二
○
才
と
す
る
と
天
長
元
年
（
八
二
四
）
で
あ
る
が
、
そ
う
断
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
明
証
は
な
い
。

二
人
の
間
に
で
き
た
女
子
の
明
子
は
「
大
鏡
裏
書
」
に
よ
る
と
、
昌
泰
三
年
（
九
○
○
）
七
十
三
歳
で
没
し
た
か
ら
、
天
長
五
年
（
八
二
八
）

（
吃
）

良
房
二
十
五
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
二
十
す
ぎ
の
結
婚
で
差
支
え
な
い
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米
田
雄
介
氏
は
、
明
子
は

昌
泰
三
年
（
九
○
○
）
七
三
才
で
は
な
く
、
七
二
才
で
没
し
た
か
ら
、
そ
れ
よ
り
逆
算
し
て
天
長
六
年
（
八
二
九
）
に
誕
生
し
、
良
房
婚
は
明

（
過
）

子
誕
生
の
前
年
ご
ろ
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
た
。

（
皿
）

明
子
の
誕
生
年
は
米
田
氏
の
見
解
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
人
の
結
婚
は
天
長
五
年
以
前
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
何
時
成
立

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
文
徳
実
録
』
に
は
「
天
皇
悦
其
風
操
超
倫
」
と
あ
っ
て
、
嵯
峨
天
皇
が
良
房
の
資
質
の
優
れ
た
こ
と
を
見
抜
い
て
、

二
人
の
結
婚
を
認
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
書
は
良
房
の
猶
子
基
経
が
中
心
に
な
っ
て
撰
修
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
良
房
に
つ
い
て
の

（
過
）

記
述
は
か
な
り
差
引
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

潔
姫
と
の
結
婚
は
、
良
房
が
嵯
峨
の
功
臣
冬
嗣
の
息
男
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
冬
嗣
は
大
同
元
年

（
八
○
六
）
に
神
野
（
嵯
峨
）
の
春
宮
大
進
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
薬
子
の
乱
を
経
て
、
一
貫
し
て
嵯
峨
の
片
腕
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
て
、
嵯

峨
朝
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。
冬
嗣
の
長
年
の
功
労
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
、
嵯
峨
は
娘
を
冬
嗣
の
息
男
に
与
え
る
決
心
を
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
推
察
が
正
し
い
と
し
た
な
ら
ば
、
二
人
の
結
婚
は
冬
嗣
が
死
去
す
る
天
長
三
年
（
八
二
六
、
良
房
二
三
才
）
よ
り
以
前
の
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
や
は
り
『
文
徳
実
録
」
の
い
う
弱
冠
の
時
、
つ
ま
り
二
○
才
頃
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
○
才
と
す
れ

ば
、
弘
仁
一
四
年
（
八
二
三
）
の
こ
と
に
な
る
。
潔
姫
は
一
四
才
で
あ
る
。
年
齢
的
に
は
無
理
が
な
い
。

（
坊
）

弘
仁
一
四
年
に
は
、
嵯
峨
は
冬
嗣
の
反
対
を
押
切
り
譲
位
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
良
房
婚
は
嵯
峨
の
譲
位
に
伴
う
、
冬
嗣
に
対
す
る
天
皇

の
置
き
土
産
的
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
退
位
後
淳
和
が
即
位
す
る
と
、
皇
太
子
に
嵯
峨
の
息
男
正
良
（
仁
明
一
四
才
）
が
立

（
Ⅳ
）

て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
す
ぐ
に
冬
嗣
の
娘
順
子
が
入
れ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
嵯
峨
が
退
位
す
る
前
後
に
、
嵯
峨
と
そ
の
腹
心
冬
嗣
と
は
、

互
い
の
男
子
に
女
子
を
交
換
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
両
者
が
ど
の
程
度
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
の
か
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
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次
の
仁
明
朝
の
基
本
的
体
制
が
こ
こ
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
良
房
の
昇
進
過
程
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
さ
て
、
良
房
の
叙
位
任
官
記
録
を
み
る
と
、
良
房
が
結
婚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
二
○

才
頃
に
叙
位
も
し
く
は
任
官
さ
れ
た
事
実
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
良
房
の
最
も
若
い
記
録
は
天
長
三
年
（
八
二
六
）
一
月
に
二
三
才
で
蔵
人
に

（
肥
）

補
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
婚
後
三
年
ほ
ど
は
た
い
し
た
地
位
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
良
房
は
天
皇
の
娘

と
結
婚
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
即
座
に
高
い
身
分
を
得
た
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
二
三
才
で
任
蔵
人
と
い
う
の
は
ど
の
程
度
の
処
遇
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
期
に
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
一

五
人
の
平
均
年
令
は
三
二
・
八
才
で
あ
る
。
ま
た
、
二
○
代
で
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
藤
原
常
嗣
二
六
才
、
同
愛
発
・
文
屋
秋
津
二
八
才
な

ど
五
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
房
の
二
三
才
は
か
な
り
特
別
な
待
遇
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
彼
一
人
に
行
わ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
弘
仁
一
四
年
二
月
、
良
房
の
任
蔵
人
の
二
年
前
、
兄
長
良
は
二
二
才
で
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
承
和
元
年

（
四
）

（
八
三
四
）
に
弟
の
良
相
も
二
二
才
で
蔵
人
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
良
房
に
対
す
る
処
遇
は
、
冬
嗣
の
正
妻
所
生
の
同
母
三
兄
弟
へ
の
一

連
の
特
別
待
遇
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。（
別
）

（
皿
）

次
に
、
良
房
は
任
蔵
人
の
同
年
二
月
に
中
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
天
長
五
年
（
八
二
八
）
に
二
五
才
で
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
処
遇
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
延
暦
期
か
ら
承
和
一
五
年
ま
で
、
参
議
に
補
任
さ
れ
た
（
そ
れ
故

昇
進
が
早
い
と
判
断
さ
れ
る
）
官
僚
の
従
五
位
下
の
年
令
を
調
査
し
、
上
位
一

〈
や年の下位五従叙２表
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そ
れ
に
次
ぐ
原
因
と
し
て
、
良
房
の
父
冬
嗣
の
死
が
考
え
ら
れ
る
。
良
房
が
結
婚
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
に
父
冬
嗣
は
左
大
臣
で
廟
堂
の
首

座
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
冬
嗣
は
三
年
後
の
天
長
三
年
（
八
二
六
）
七
月
に
死
去
し
て
い
る
。
二
三
歳
に
し
て
、
良
房
は
父
か
ら
の
支
援
も

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
嵯
峨
の
退
位
・
父
の
死
去
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
房
は
強
力
な
支
援
を
失
っ
た
た
め
に
、

淳
和
朝
一
○
年
間
は
昇
進
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
長
一
○
年
（
八
三
三
）
二
月
二
八
日
、
淳
和
に
代
わ
っ
て
仁
明
が
受
禅
す
る
。
こ
の
日
以
降
、
良
房
（
三
○
才
）
の
処
遇
に
は
劇
的
な
変

（
羽
）

弟
の
叙
従
五
位
下
の
年
齢
は
、
長
良
二
三
才
・
良
房
二
五
才
・
良
相
二
六
才
・
良
仁
二
八
才
・
良
世
二
八
才
で
あ
る
。
長
良
は
冬
嗣
の
一
男
と

し
て
、
若
い
頃
は
最
も
優
遇
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
て
、
平
安
前
期
の
高
級
官
僚
層
の
中
で
最
速
の
昇
進
者
の
一
人
で
あ
り
、
二
三
才
従
五
位
下
、

二
六
才
従
五
位
上
と
順
調
な
昇
進
を
重
ね
た
。
こ
の
頃
、
長
良
と
良
房
の
地
位
は
、
前
者
が
格
上
で
後
者
が
格
下
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長

良
は
二
六
才
で
従
五
位
上
に
叙
位
さ
れ
た
以
降
、
三
二
才
ま
で
六
年
間
全
く
叙
位
任
官
が
み
ら
れ
な
い
。

長
良
に
代
わ
っ
て
、
良
房
が
徐
々
に
優
遇
さ
れ
始
め
る
。
従
五
位
下
に
叙
位
せ
ら
れ
た
天
長
五
年
の
閨
三
月
に
大
学
頭
、
二
年
後
三
七

才
）
の
天
長
七
年
（
八
三
○
）
五
月
に
春
宮
（
仁
明
）
亮
、
二
月
に
は
越
中
権
守
、
閨
一
二
月
に
は
加
賀
守
と
矢
継
ぎ
早
に
任
官
さ
れ
て
い

る
。
同
年
の
集
中
的
な
任
官
は
前
年
に
良
房
に
明
子
が
誕
生
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
良
房
の
二
○
才
（
結
婚
）
か
ら
三
○
才
（
仁
明
受
禅
）
ま
で
の
一
○
年
間
の
処
遇
を
み
る
と
、
二
七
才
は
や
や
優
遇
さ
れ
た

痕
跡
は
み
え
る
が
、
全
体
的
に
は
、
天
皇
の
娘
と
結
婚
し
た
こ
と
が
彼
の
昇
進
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
冬
嗣
の

二
男
と
し
て
、
そ
れ
相
当
の
待
遇
を
受
け
た
が
、
そ
れ
以
上
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
原
因
は
何
故
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
最
大
の
原

因
は
嵯
峨
の
退
位
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嵯
峨
は
良
房
が
結
婚
し
た
と
推
定
さ
れ
る
弘
仁
一
四
年
（
八
二
三
）
四
月
に
退
位
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
一
○
年
間
、
つ
ま
り
良
房
に
対
し
て
特
別
な
厚
遇
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
時
期
は
、
淳
和
の
一
○
年
の
治
世
と
そ
っ
く
り
重
な
る
。

嵯
峨
に
は
兄
平
城
と
の
間
に
、
薬
子
の
変
と
い
う
苦
い
経
験
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
弟
の
治
世
の
間
に
、
仁
明
に
対
し
て
何
か
と
容
曝
す
る
こ

と
に
自
制
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
淳
和
朝
の
一
○
年
間
は
、
嵯
峨
は
良
房
に
対
し
て
叙
位
任
官
名
を
後
押
し
し
が
た
い
状
況

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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で
は
、
天
長
一
○
年
の
処
遇
を
分
析
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
蔵
人
頭
か
ら
み
る
と
、
良
房
の
任
蔵
人
頭
の
年
令
は
三
○
才
で
あ
る
が
、
こ
の

年
令
は
歴
代
の
蔵
人
頭
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
同
五
年
の
蔵
人
所
設
置
か
ら
天
長
一
○
年
ま
で
に
蔵
人
頭

に
就
任
し
た
者
を
若
年
順
に
上
位
一
○
人
を
選
択
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
〔
表
３
〕
。
良
房
は
三
位
で
、
早
い
昇
進
な
の
で
あ
る
が
、
必

ず
し
も
歴
代
第
一
位
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
。
良
房
は
仁
明
天
皇
の
即
位
に
伴
っ

〈
祠年の頭人蔵任３表 化

が
起
き
る
。
二
日
後
の
三
○
日
に
は
早
く
も
左
近
衛
権
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
日
兄
長
良
（
三
二
才
）
は
左
兵
衛
権
佐
と
さ
れ
た
。
官
職
の

内
容
か
ら
し
て
も
、
す
で
に
良
房
の
方
が
上
位
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
任
官
は
天
皇
の
代
替
り
と
同
時
に
行
わ
れ
る
恒
例
の
春
宮
職
の
任

官
直
後
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
実
質
的
に
仁
明
朝
最
初
の
任
官
で
あ
る
。
そ
れ
が
良
房
と
長
良
の
二
人
だ
け
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

仁
明
朝
は
誰
が
中
心
人
物
と
な
る
か
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
別
）

こ
の
天
長
一
○
年
、
良
房
に
は
実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
程
の
叙
位
任
官
が
次
か
ら
次
へ
と
行
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
二
月
に
は
早
く
も
蔵
人
頭
と

な
り
、
仁
明
の
側
近
の
中
心
的
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。
八
月
に
は
従
五
位
下
か
ら
正
五
位
下
へ
越
階
し
た
。
二
月
に
は
左
権
中
将
と
い
う
要

職
に
就
任
し
た
。
少
将
か
ら
中
将
へ
は
九
ケ
月
程
で
昇
進
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
急
激
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
同
月
越
階
し
て
従
四
位
下

に
叙
せ
ら
れ
た
。
八
月
に
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
三
ケ
月
余
で
四
階
も
昇
進
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
急

激
な
叙
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
天
長
一
○
年
に
は
一
年
足
ら
ず
の
間
に
、
五
度
に
わ
た
る
叙
位
任
官
を
受
け
従
五
位
下
春
宮
亮
か
ら
従

職
に
就
任
し
た
。
少
将
か
ら
中
将
↑

に
叙
せ
ら
れ
た
。
八
月
に
正
五
位
一

激
な
叙
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
差
２

四
位
下
左
権
中
将
と
な
っ
て
い
る
。
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表5任参議の年令 表4叙従四下の年令

五
位
下
・
従
四
位
下
・
任
参
議
い
ず
れ
も
平
安
初
期
第
一
位
で
あ
る
。
良
房
は

常
識
を
超
え
る
昇
進
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
緒
嗣
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
つ
い
で
な
が
ら
、
緒
嗣
が
蔵
人
頭
の
順
位
表
に
名
前
が
な

い
の
は
、
緒
嗣
は
昇
進
が
速
か
っ
た
た
め
、
蔵
人
所
が
設
置
さ
れ
た
時
は
す
で
に
参
議
に
就
任
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
良
房
の
昇
進
速
度
が
緒
嗣
を
超
え
て
平
安
前
期
第
一
位
と
な
っ
た
の
は
翌
年
の
承
和
二
年
（
八
三
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
年
七

月
に
参
議
に
な
っ
た
ば
か
り
の
良
房
は
、
六
ケ
月
後
に
従
四
位
上
、
つ
づ
い
て
三
ケ
月
後
に
は
三
二
才
の
若
さ
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
同
日
（
妬
）

権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
〔
表
６
〕
。
こ
の
叙
位
任
官
に
お
い
て
、
良
房
は
平
安
前
期
の
議
政
官
の
中
で
最
年
少
最
速
の
昇
進
者
に
到
達
し
た
。

こ
れ
以
降
任
大
納
言
〔
表
７
〕
・
叙
従
二
位
・
任
右
大
臣
等
す
べ
て
同
様
で
あ
っ
た
。
良
房
の
地
位
は
従
三
位
・
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ

肘
一
吋
一
”
一
”
｜
”
｜
附
一
耐
一
附
一
”
一
町

１
’
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
９
ｌ
蛆

(延暦1年～承和15年） (延暦1年～承和15年任参議

の者から選択）

(継業は非参議）

の
場
合
と
似
た
も
の
と
い
え
る
。
平
安
初
期
の
議
政
官
ク
ラ
ス
の
中
で
、
良
房

は
最
も
若
い
年
令
層
に
属
す
る
か
ら
、
そ
の
処
置
は
格
別
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
過
去
に
は
良
房
と
同
等
以
上
に
処
遇
さ
れ
て
い
た
人
物
が
四
人
存
在

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
対
す
る
処
遇
は
必
ず
し
も
最
高
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
そ
の
後
の
良
房
の
昇
進
過
程
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
良
房
は
翌
年
の

承
和
元
年
（
八
三
四
）
、
三
一
才
の
若
さ
で
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
議
政
官
の
仲

間
入
り
し
た
。
任
参
議
の
相
対
評
価
を
み
て
み
る
と
〔
表
５
〕
、
良
房
は
第
二

位
で
あ
る
。
こ
れ
と
、
従
五
位
下
（
一
○
位
）
・
蔵
人
頭
（
三
位
）
・
従
四
位
下

（
二
位
）
と
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
位
が
上
昇
す
る
に
従
っ
て
上
位
に

上
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
○
才
以
降
の
急
激
な
昇
進
を
反
映
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
任
参
議
が
三
一
才
と
い
う
超
ス
ピ
ー
ド
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
房
の
前

に
は
そ
れ
以
上
に
若
年
就
任
者
が
存
在
す
る
。
藤
原
緒
嗣
で
あ
る
。
緒
嗣
は
従
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表6任中納言の年令表7任大納言の年令解
明
す
る
た
め
に
、
一

を
み
る
こ
と
に
し
た
。

も
、
七
入
超
と
は
そ
れ
ま
で
低
い
位
階
に
甘
ん
じ
て
い
た
状
態
か
ら
、
高
位
に
登
っ
た

故
に
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
上
位
者
を
超
え
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
廟
堂
内
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
良
房
の
七
入
超
の
意
味
を

解
明
す
る
た
め
に
、
「
公
卿
補
任
」
に
よ
っ
て
延
暦
元
年
か
ら
承
和
二
年
ま
で
、
五
四
年
間
を
調
査
し
、
下
位
の
者
が
上
席
者
を
超
え
る
実
態

そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
〔
表
８
〕
。
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
上
席
超
は
一
度
に
多
数
の
上
席
者
を
超
え
る
場
合
と
、
何
回
か
に
わ

た
っ
て
少
し
ず
つ
上
席
者
を
超
え
、
結
果
的
に
多
数
を
超
え
る
場
合
の
二
通
り
あ
る
。

ま
ず
一
度
に
多
数
の
上
席
者
を
超
え
る
事
例
を
み
る
と
、
桓
武
朝
で
は
佐
伯
今
毛
人
四
人
・
多
治
比
長
野
四
人
・
坂
上
田
村
麿
五
人
が
い
る
。

附
一
”
｜
峨
一
伽
一
吋
｜
伽
一
吋
一
耐
一
吋
一
糊

(延暦1年～承和15年）(延暦1年～承和15年）

と
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確
立
し
た
と
い
え
る
。
以
後
、
良
房
の
権
威
は
確
固
た
る
も
の
に
な

り
、
後
の
承
和
の
変
の
主
導
者
と
な
る
伏
線
は
こ
こ
に
で
き
あ
が
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。と
こ
ろ
で
、
『
公
卿
補
任
』
（
承
和
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
権
中
納
言
へ
の
任
官
は
「
七

（
邪
）

入
超
」
で
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
良
房
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
こ
の
七
入
超
は

必
ず
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
程
良
房
の
急
昇
進
を
象
徴
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
七
入
超
が
ど
の
程
度
の
処
遇
で
あ
っ
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
他
事
例
と
の
比
較
考
察
に
よ
っ
て
、
七
入
超
の
意
義
を
明
確
に
し

て
お
き
た
い
・

奈
良
時
代
に
は
、
藤
原
蔵
下
麿
が
仲
麻
呂
の
変
の
大
功
に
よ
り
、
従
五
位
下
よ
り
一

（
”
）

気
に
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
度
に
多
数
の
上
席
者
を
追
い
超
す
事
例
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
戦
乱
時
は
こ
の
よ
う
な
昇
進
は
間
々
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
良

房
の
場
合
は
特
別
な
政
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
穏
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
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表8超上席者表（一度に3人以上超えた事例）

年
年
年
年
年
年

２
３
８
５
７
４

１
１
２

蝿
〃
〃
〃
〃
〃

藤原種継（式）

佐伯今毛人

多治比長野

和家麿

和家麿

坂上田村麿

弘仁1年

〃 2年

" 10年

〃

ノノ 12年

文室綿麿

巨勢野足

春原五百枝

藤原貞嗣（南）

藤原貞嗣

清原夏野

藤原綱継（南）

源常

天長10年
〃

〃

承和2年

〃

〃 5年

〃 9年

" 13年

〃 14年

嘉祥2年
〃

北Ｉ

公
取
房
継
公
仁
継

氏
鹿
定
良
百
氏
弘
安
定
峯
明

野
原
倍

橘
朝
源
藤
紀
橘
源
安
源
橘
源

離
崎
〃
潮
〃

年
年
３
１
藤原長良

藤原良相

平高棟

藤原良相

源融

(北）

(北）

年
年
１
３

年
年
年
年
年
年

３
６
８
９
２
４
１
１

鯛
〃
〃
〃
〃
〃
〃

正躬王

源生

南淵年名

藤原基経（北）

藤原常行（北）

源勤

藤原良世（北）

(何回かにわたって超えた場合）

酔
一
柵
一
柵
砺 望j＝ 。 回 3人。

(この表は｢公卿補任｣によって作成した。3人以上を掲載した。任

参議の年に越階が実現したとして表示した｡同書では越階の理由が

明確でない事例もみられる｡）
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こ
れ
ら
の
事
例
は
そ
の
氏
族
名
か
ら
も
窺
い
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
参
議
に
ま
で
到
達
し
が
た
い
氏
族
で
あ
り
な
が
ら
、
何
ら
か
の
事

情
で
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
発
生
す
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
非
参
議
が
最
高
到
達
点
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
時
、
官
職
は
非

参
議
で
止
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
位
階
は
従
三
位
に
昇
進
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
位
階
は
高
い
ま
ま
非
参
議
に
止
め
ら
れ
て

い
た
人
物
が
、
時
と
し
て
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
参
議
は
四
位
の
者
が
大
多
数
で
あ
る
か
ら
、
任
参
議
と
同
時
に

多
数
の
上
席
者
を
超
え
る
事
態
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
三
事
例
は
い
ず
れ
も
従
三
位
非
参
議
か
ら
参
議
と
な
っ
た
時
に
上
席
超
と
な
っ

た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
外
観
上
は
上
席
超
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
来
が
身
分
の
低
い
氏
族
の
出
で
あ
る
こ
と
、
任
官
年
令
が
高
い
こ
と

が
共
通
し
て
お
り
、
彼
ら
自
身
は
そ
れ
ま
で
多
く
の
若
年
高
級
官
僚
に
超
え
ら
れ
て
お
り
、
「
公
卿
補
任
』
の
記
述
形
式
上
そ
う
な
る
の
で
あ

っ
て
、
実
質
的
に
は
い
わ
ゆ
る
上
席
者
を
超
え
た
事
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
実
質
的
に
上
席
者
を
超
え
た
と
は
い
え
な
い
事
例
を
除
く
と
、
桓
武
朝
の
藤
原
種
継
と
和
家
麿
の
三
人
超
莚
暦
一
七
年
）
、

平
城
朝
の
藤
原
園
人
の
二
人
超
、
嵯
峨
朝
の
文
屋
綿
麿
・
巨
勢
野
足
・
藤
原
貞
嗣
の
各
三
入
超
、
淳
和
朝
の
清
原
夏
野
・
藤
原
綱
継
の
各
三
入

超
、
仁
明
朝
の
朝
野
鹿
取
の
三
入
超
が
各
朝
の
最
高
事
例
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
良
房
よ
り
以
前
の
平
安
初
期
に
お
い
て
、
一
度
に
多
数
の
上

（
羽
）

席
者
を
超
え
る
事
例
は
、
種
継
・
家
麿
・
綿
麿
・
野
足
・
貞
嗣
・
夏
野
・
綱
継
・
鹿
取
の
三
入
超
が
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

次
に
、
何
回
か
に
わ
た
っ
て
超
え
る
場
合
が
あ
る
の
で
そ
れ
も
み
て
お
こ
う
。
各
朝
で
回
数
の
多
い
事
例
を
求
め
る
と
、
桓
武
朝
で
は
藤
原

種
継
三
回
（
一
人
・
三
人
・
二
人
）
で
計
六
人
、
和
家
麿
二
回
（
三
人
・
三
人
）
で
六
人
、
平
城
朝
で
は
藤
原
園
人
三
回
（
二
人
・
二
人
・
二
人
）

で
計
六
人
、
嵯
峨
朝
で
は
巨
勢
野
足
三
回
（
一
人
．
三
人
・
一
人
）
で
計
五
人
、
藤
原
冬
嗣
四
回
（
二
人
・
一
人
．
一
人
．
一
人
）
で
計
五
人
、

淳
和
朝
で
は
清
原
夏
野
三
回
（
一
人
・
三
人
・
一
人
）
で
計
五
人
で
あ
る
。
回
数
で
は
四
回
、
人
数
で
は
六
入
超
が
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
み
る
と
、
全
員
各
天
皇
の
寵
臣
と
さ
れ
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
上
席
者
を
超
え
る
回
数
の
多
い

官
僚
は
天
皇
か
ら
特
別
の
配
慮
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
の
考
察
で
、
良
房
よ
り
以
前
の
廟
堂
内
の
上
席
超
は
一
度
に
超
え
る
場
合
の
最
高
例
は
三
人
、
何
度
か
に
わ
た
っ
て
超
え
る
場
合
の
最

高
人
数
は
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
良
房
の
場
合
は
一
度
で
あ
っ
た
が
七
人
を
超
え
て
い
る
。
や
は
り
、
平
安
初
期
に
お
い
て
破
格
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で
は
次
に
、
良
房
婚
と
良
房
の
昇
進
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
良
房
の
昇
進
の
特
色
は
、
仁
明
即
位
後
に
急
激
な
昇
進
を

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
昇
進
を
実
行
し
た
人
物
を
特
定
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
父
冬
嗣
で
あ
る
が
、
冬
嗣
は
す
で

に
故
人
で
あ
る
。
実
父
で
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
良
房
例
に
み
ら
れ
る
大
幅
な
昇
進
を
実
行
で
き
る
人
物
は
、
有
力
政
治
家
か
天
皇
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
廟
堂
（
天
長
一
○
年
～
承
和
二
年
）
の
首
脳
陣
で
あ
っ
た
左
大
臣
藤
原
緒
嗣
・
右
大
臣
清
原
夏
野
・
大
納
言
藤
原
三
守
か
嵯
峨
・
淳

和
・
仁
明
の
六
人
中
の
誰
か
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
式
家
流
の
緒
嗣
や
他
氏
の
夏
野
が
北
家
流
の
良
房
を
昇
進
さ
せ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
三
守
は
南
家
流
で
あ
る
が
、
母
方
の
オ
ジ
に
当
た
り
、
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
良
房
の
昇
進
は
常
識
を
超

え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
三
二
才
任
権
中
納
言
な
ど
と
い
う
昇
進
を
、
三
守
が
実
行
で
き
る
程
有
力
者
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
良
房
の
昇
進
の
実
行
者
は
有
力
政
治
家
で
は
な
く
天
皇
の
誰
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

の
上
席
超
で
あ
っ
て
、
良
房
が
歴
代
第
一
位
の
昇
進
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
立
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

良
房
の
前
半
生
の
昇
進
過
程
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
良
房
は
二
○
才
頃
に
結
婚
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
早
く
か

ら
昇
進
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
冬
嗣
の
二
男
と
し
て
、
そ
れ
相
当
の
昇
進
を
し
て
い
る
だ
け
で
特
別
速
度
が
速
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
叙
従
五
位
下
の
年
令
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
○
代
は
、
一
男
長
良
の
方
が
速
く
昇
進
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
良
房
が
三
○
才
に

な
っ
た
天
長
一
○
年
（
八
三
三
）
二
月
の
仁
明
の
受
禅
は
良
房
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
以
降
ぅ
彼
の
昇
進
は
急
速
と
な
り
、
同

年
は
五
度
の
叙
位
任
官
を
受
け
、
翌
年
は
参
議
、
翌
々
年
に
は
従
三
位
権
中
納
言
と
、
仁
明
朝
全
官
僚
の
中
で
、
唯
一
飛
び
抜
け
た
待
遇
を
受

け
、
超
エ
リ
ー
ト
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
良
房
に
対
す
る
こ
の
処
置
は
単
に
仁
明
朝
で
特
別
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、
七
入
超

の
権
中
納
言
（
三
二
才
）
の
任
官
は
平
安
初
期
の
歴
代
官
僚
中
最
若
年
最
速
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
良
房
は
任
大
納
言
・
叙
従
二
位
・
任
右

大
臣
等
す
べ
て
最
速
で
通
過
し
、
ラ
イ
バ
ル
が
一
人
も
い
な
い
、
最
高
権
力
者
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
良
房
婚
と
昇
進
の
関
係
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ま
ず
、
淳
和
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
良
房
は
淳
和
朝
で
は
優
遇
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
の
飛
躍
的
な
昇
進
が
淳
和
の
退
位
と
同
時
に

行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
残
る
の
は
嵯
峨
と
仁
明
で
あ
る
。
二
人
は
父
子
で
あ
り
、
嵯
峨
は
娘
を
良

（
羽
）

房
に
与
え
て
お
り
、
仁
明
は
皇
太
子
の
時
代
に
良
房
が
舂
宮
亮
で
あ
り
、
良
房
の
妹
順
子
は
仁
明
女
御
で
あ
る
。
良
房
の
昇
進
に
関
し
て
は
二

人
と
も
同
一
歩
調
が
可
能
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
良
房
の
昇
進
は
ど
ち
ら
か
一
方
の
意
思
の
場
合
と
、
双
方
の
意
見
が
一
致
し
た
場
合
と
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
必
ず
し
も
ど
ち
ら
の
意
思
で
あ
っ
た
か
を
識
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
位
高
官
を
得
る
条
件
と
し
て
、
玉
井
力
氏
は
、
実
力
・
家
柄
の
高
さ
・
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
倉
本

（
帥
）

一
宏
氏
は
、
高
い
蔭
階
・
式
部
省
と
議
政
官
内
の
援
助
者
・
天
皇
と
の
個
人
的
氏
族
的
関
係
を
あ
げ
て
い
る
。
良
房
が
急
昇
進
し
た
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
（
二
冬
嗣
の
男
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
二
）
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
（
三
）
妹
の
順
子
が
仁
明
の
女
御
で
あ
り
道
康
を
生

ん
で
い
た
こ
と
、
（
四
）
春
宮
亮
を
務
め
て
早
く
か
ら
仁
明
の
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
五
）
嵯
峨
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
ろ
う
。

こ
の
中
で
、
（
二
と
（
二
）
は
仁
明
の
即
位
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
が
急
激
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
特
に
云
々
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る

ま
い
。
と
す
る
と
、
や
は
り
原
因
と
し
て
は
、
（
三
）
と
（
四
）
の
仁
明
関
係
と
（
五
）
の
嵯
峨
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

管
見
の
限
り
、
良
房
の
急
昇
進
の
原
因
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
研
究
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
簡
単
に
言
及
し
た
研
究
者
の
な
か

で
、
林
陸
朗
氏
は
そ
の
原
因
を
「
外
戚
の
縁
」
と
し
、
福
井
俊
彦
氏
は
良
房
婚
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
も
「
藩
邸
の
旧
臣
で
あ
る
故
の
昇
進
」
と

（
別
）

し
、
目
崎
徳
衛
氏
は
「
皇
室
の
家
父
長
で
あ
る
嵯
峨
上
皇
以
外
に
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
諸
見
解
も
良
房
の
急
昇
進
の
原

因
が
嵯
峨
関
係
と
仁
明
関
係
に
分
か
れ
て
い
る
。
良
房
の
昇
進
に
関
し
て
は
、
二
人
は
同
一
歩
調
を
取
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
か
ら
、

原
因
を
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
二
人
の
ど
ち
ら
の
意
思
が
よ
り
強
か
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
で
以
下
考
察

思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
嵯
峨
の
立
場
を
み
て
お
こ
う
。
嵯
峨
が
良
房
の
急
激
な
昇
進
の
実
行
者
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
良

房
が
寵
臣
冬
嗣
の
男
子
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
や
は
り
良
房
が
娘
潔
姫
の
ム
コ
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と

し
て
い
き
た
い
。
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図
良
房
の
時
代
に
お
い
て
、
男
子
は
結
婚
と
同
時
に
妻
方
に
居
住
す
る
の
が
一
般
的
な
形
態
で
あ

源
正
頼

系調
る
。
そ
の
際
、
舅
は
ム
コ
の
衣
食
住
の
す
べ
て
を
負
担
し
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
支
援
す
る
。

藤
原
仲
忠
鋤
そ
し
て
、
ム
コ
が
貴
族
社
会
で
昇
進
す
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
後
援
す
る
こ
と
が
舅
の
義
務
と
し

一
聯
て
定
着
し
て
い
た
か
ら
、
舅
と
ム
コ
は
非
常
に
親
近
な
関
係
に
あ
っ
た
。
い
か
に
太
上
天
皇
と
い

嵯
峨
院
Ｈ
鰐
い
一
の
宮
↓

え
ど
も
、
臣
下
と
の
間
に
、
史
上
初
の
「
舅
」
と
「
ム
コ
」
の
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

図
嵯
峨
は
当
時
の
社
会
的
通
念
上
の
「
舅
」
と
し
て
の
立
場
・
役
割
・
義
務
感
を
ム
コ
の
良
房
に
対

し
て
感
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

嵯
峨
が
良
房
に
抱
い
て
い
た
感
情
を
、
正
確
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
天
皇
の
娘
と
臣
下
の
結
婚
が
描
か
れ
て
い（犯
）

る
『
宇
津
保
物
語
』
を
通
じ
て
「
舅
と
し
て
の
太
上
天
皇
」
を
考
え
て
お
き
た
い
。
同
物
語
は
一
○
世
紀
末
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

嵯
峨
の
時
代
か
ら
は
一
世
紀
余
後
の
作
品
で
あ
る
が
、
平
安
前
期
と
平
安
中
期
に
お
い
て
、
舅
と
ム
コ
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
と
は
考
え

が
た
い
か
ら
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
、
嵯
峨
と
良
房
の
関
係
を
類
推
す
る
こ
と
は
飛
躍
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

さ
て
、
同
作
品
に
は
皇
女
と
臣
下
の
婚
姻
が
嵯
峨
院
娘
と
源
正
頼
、
朱
雀
帝
娘
と
藤
原
仲
忠
の
二
組
描
か
れ
、
舅
と
し
て
の
天
皇
の
考
え
方

が
多
く
表
れ
て
い
る
〔
図
１
〕
。
同
物
語
に
み
ら
れ
る
院
と
天
皇
の
考
え
方
を
通
じ
て
、
良
房
に
対
す
る
嵯
峨
の
心
情
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

同
物
語
の
「
内
侍
の
か
み
」
の
巻
に
、
ム
コ
に
対
す
る
舅
の
考
え
方
を
率
直
に
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
。
「
人
の
婿
と
い
ふ
も
の
は
、
若
き
人

（
羽
）

な
ど
を
ば
、
本
家
の
労
り
な
ど
し
て
立
つ
る
を
こ
そ
は
、
面
白
き
こ
と
に
は
す
れ
」
。
ム
コ
と
い
う
も
の
は
、
妻
方
（
本
家
）
が
世
話
を
し
て
、

出
世
さ
せ
る
の
が
興
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
院
の
ム
コ
と
な
り
、
後
に
成
長
し
て
左
大
将
に
昇
進
し
、
今
度
は
自
分

が
娘
に
ム
コ
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
源
正
頼
の
言
葉
で
あ
る
。
天
皇
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
当
時
の
舅
の
本
心
を
伝
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

さ
て
、
舅
と
し
て
の
天
皇
は
娘
の
結
婚
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
婚
式
に
つ
い
て
は
仲
忠
と
朱
雀
帝
の

娘
女
一
の
宮
の
式
が
描
か
れ
て
い
る
。
式
は
宮
中
で
は
な
く
、
女
一
の
宮
の
親
代
わ
り
と
な
っ
た
源
正
頼
邸
で
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
す
が
に
天
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皇
は
こ
れ
に
は
出
席
で
き
な
い
が
、
（
別
）

忠
を
中
納
言
に
昇
進
さ
せ
て
い
る
。

良
房
と
潔
姫
の
結
婚
式
の
実
態
は
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
宮
中
以
外
の
所
で
天
皇
の
代
理
の
人
物
に
よ
っ
て
ム
コ
取
り
の
儀
式

が
挙
行
さ
れ
、
三
日
の
日
に
天
皇
が
宮
中
に
ム
コ
を
招
く
手
順
な
ど
は
、
あ
る
い
は
良
房
の
場
合
で
も
そ
れ
と
類
似
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
良
房
の
場
合
は
、
結
婚
と
同
時
に
昇
進
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
物
語
と
は
い
え
、
天
皇
が
娘
と
の
結
婚
を
祝
っ
て
、
ム
コ

を
昇
進
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
娘
の
将
来
の
幸
福
の
た
め
に
、
ム
コ
の
昇
進
を
願
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
舅
に
と
っ
て
当
然

の
感
情
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
嵯
峨
は
良
房
が
昇
進
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
良
房
と
潔
姫
の
間
に
は
明
子
が
生
ま
れ
た
が
、
物
語
に
は
天
皇
と
外
孫
娘
の
誕
生
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
仲

忠
と
女
一
の
宮
間
に
は
娘
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
出
産
の
時
、
舅
の
朱
雀
帝
は
手
紙
を
遣
し
祝
福
し
、
そ
の
文
末
に
「
例
あ
る
喜
び
な
ど
も
せ

（
調
）

さ
す
べ
き
を
、
た
だ
今
そ
の
閾
な
ど
、
え
あ
ら
で
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
時
慣
例
と
し
て
朝
臣
を
昇
進
さ
せ
る
筈
だ
が
、
そ

の
欠
員
が
な
い
の
で
甚
だ
残
念
で
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
舅
と
し
て
の
天
皇
」
が
臣
下
に
慣
例
と
し
て
昇
進
さ
せ
る
も
の
だ
、

と
い
う
考
え
方
が
表
さ
れ
て
お
り
、
良
房
に
明
子
が
誕
生
し
た
時
、
嵯
峨
が
良
房
に
ど
の
よ
う
な
感
情
に
と
ら
わ
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
実
に
は
、
明
子
が
誕
生
し
た
時
に
、
良
房
は
昇
進
し
て
お
ら
ず
、
翌
年
三
度
の
任
官
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
物
語
と
同
様
に
誕
生

し
た
時
に
欠
員
が
な
く
て
、
翌
年
お
祝
い
と
し
て
任
官
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
理
由
で
あ
っ
た
の
か
は
識
別
で
き
な
い
。
ま
し
て
、

明
子
の
誕
生
し
た
時
、
世
は
弟
の
淳
和
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
嵯
峨
は
良
房
に
お
祝
い
と
し
て
の
叙
位
任
官
を
自
由
に
行
い
が
た
い
状
況
が

あ
っ
た
。
こ
う
い
う
所
に
も
、
良
房
の
昇
進
が
淳
和
の
退
位
直
後
か
ら
急
激
に
は
じ
ま
っ
た
一
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

物
語
の
展
開
を
み
よ
う
。
舅
の
朱
雀
帝
は
そ
の
後
も
ム
コ
の
仲
忠
に
昇
進
の
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
「
帝
茱
雀
帝
）
「
大
将
（
仲
忠
）
を
、

（
託
）

御
位
に
て
お
は
し
ま
す
ほ
ど
に
、
大
納
言
に
な
し
給
ひ
て
む
」
と
思
し
て
」
と
、
な
ん
と
か
在
位
中
に
ム
コ
を
大
納
言
に
し
よ
う
と
計
ら
い
、

そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
宇
津
保
物
語
」
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
天
皇
で
あ
っ
て
も
、
通
常
の
貴
族
と
同
じ
よ
う
に
当
時
の
社

会
通
念
に
従
っ
て
、
舅
と
し
て
ム
コ
を
世
話
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
現
実
の
太
上
天
皇
で
あ
っ
た
嵯
峨
に

い
わ
ゆ
る
三
日
の
日
（
ト
コ
ロ
ア
ラ
ワ
シ
）
に
天
皇
が
ム
コ
の
仲
忠
を
内
裏
に
呼
び
、
参
議
で
あ
っ
た
仲
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良
の
姻
戚
関
係
（
順
子
）
及
び
個
人
的
関
係

（
調
）

昇
進
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
次
に
、
仁
明
と
良
房
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
良
房
は
仁
明
の
春
宮
亮
で
あ
り
、
妹
順
子
が
女
御
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
皇
と
の

姻
戚
関
係
・
個
人
的
関
係
に
お
い
て
申
し
分
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仁
明
即
位
後
の
急
昇
進
は
、
仁
明
の
意
思
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
天
皇
と
の
関
係
に
お
い
て
、
良
房
と
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
か
っ
た
兄
長
良
と
を
比
較
し
こ
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
女
御
順

子
と
長
良
・
良
房
は
同
母
キ
ョ
ウ
ダ
イ
で
あ
り
、
二
人
の
条
件
は
全
く
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仁
明
と
の
個
人
的
関
係
に
つ
い
て
、
長
良
は

（
犯
）

良
房
の
よ
う
に
春
宮
職
こ
そ
務
め
て
い
な
い
が
、
彼
の
卒
伝
に
「
仁
明
天
皇
儲
宮
時
。
晨
昏
侍
坐
。
花
時
月
夜
。
戯
席
射
場
。
天
皇
毎
許
以
交

敵
之
恩
」
と
あ
っ
て
、
二
人
は
若
い
頃
か
ら
親
交
の
深
い
間
柄
で
あ
り
、
長
良
が
仁
明
の
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
「
天
皇

晏
駕
之
後
。
哀
泣
不
絶
如
父
母
。
初
断
嗽
肉
。
求
冥
助
也
」
と
、
二
人
の
間
柄
は
終
生
変
化
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仁
明
と
良
房
・
長

良
の
姻
戚
関
係
（
順
子
）
及
び
個
人
的
関
係
（
近
臣
）
の
親
疎
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
長
良
も
良
房
と
同
程
度
に

投
影
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、

と
推
察
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
り
、
良
房
（

と
さ
れ
よ
う
。

で
は
次
に
、

最
後
に
、
天
皇
の
娘
を
妻
と
し
た
側
（
ム
コ
）
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
か
を
み
て
お
こ
う
。
朱
雀
帝
の
配
慮
に
よ
っ
て
昇
進
を
重
ね

た
こ
と
に
対
し
て
、
仲
忠
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
一
の
宮
の
御
徳
な
ら
ず
は
、
か
く
、
そ
の
人
に
も
侍
ら
ず
、
た
だ
今
ま
か
り
な
る
べ
き
職

（
師
）

に
も
あ
ら
い
を
、
か
つ
は
思
ひ
給
へ
慎
み
、
か
つ
は
喜
び
間
こ
え
さ
す
る
」
。
自
分
に
対
す
る
身
に
過
ぎ
た
地
位
や
職
へ
の
拝
命
は
、
ひ
と
え

に
女
一
の
宮
の
ム
コ
た
る
自
分
へ
の
天
皇
（
舅
）
の
心
遣
い
の
お
陰
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を
、
承
和
三
年
に
三
二
才
と
い

う
空
前
の
若
さ
で
権
中
納
言
と
な
っ
た
良
房
と
潔
姫
の
関
係
に
置
き
代
え
て
み
て
も
あ
な
が
ち
飛
躍
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
良
房
の
昇
進
の
要
因
は
、
嵯
峨
の
娘
を
妻
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
舅
嵯
峨
か
ら
特
別
な
配
慮
を
得
た
こ
と
、
つ

ま
り
、
良
房
の
昇
進
を
企
図
し
た
人
物
は
嵯
峨
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
、
嵯
峨
の
行
動
は
当
時
の
社
会
通
念
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
良
房
は
仁
明
受
禅
後
の
三
年
足
ら
ず
の
間
に
、
従
五
位
下
か
ら
従
三
位
権
中
納
言
へ
と
急
昇
進
し
た
の
に
対
し
て
、
長
良
の
方

良
房
の
天
長
一
○
年
以
降
の
急
激
な
昇
進
の
背
景
に
は
、
舅
と
し
て
の
嵯
峨
の
心
遣
い
が
あ
っ
た
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で
は
、
兄
弟
の
条
件
の
相
異
は
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
は
能
力
、
二
つ
は
嵯
峨
と
の
婚
姻
関
係
で
あ
る
。
能
力
の
差
が
二
人
の
格

差
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
長
良
は
最
終
的
に
は
従
二
位
権
中
納
言
ま
で
昇
っ
た
の
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
能
力
に
問
題

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
仁
明
朝
の
初
期
に
、
一
方
は
八
階
昇
進
し
、
他
方
は
二
階
し
か
昇
進
し
な
か
っ
た
原
因
の
す
べ
て
を
、
両
者
の
能

力
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
一
因
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
二
人
の
格
差
の
原
因
ひ
い
て
は
良
房

の
急
昇
進
の
そ
れ
は
、
嵯
峨
と
の
婚
姻
関
係
に
帰
着
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
再
度
嵯
峨
の
意
思
を
み
よ
う
。
仁
明
朝
初
期
の
承
和
五
年
ま
で
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
は
次
の
六
名
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
経

歴
を
み
る
と
、
朝
野
鹿
取
（
嵯
峨
皇
太
子
の
時
の
侍
講
）
・
橘
氏
公
（
嵯
峨
の
妻
の
兄
弟
）
・
源
定
（
嵯
峨
源
氏
）
・
藤
原
良
房
（
嵯
峨
娘
ム
コ
、
仁
明

（
杣
）

近
臣
）
・
紀
百
継
（
薬
子
の
乱
の
時
右
少
将
の
ち
右
中
将
、
淳
和
朝
に
昇
進
停
滞
、
承
和
二
年
任
参
議
）
・
安
倍
安
仁
（
嵯
峨
腹
心
）
。
全
員
が
嵯
峨
に

個
人
的
に
関
係
が
深
い
人
物
が
集
中
し
て
い
る
。
玉
井
氏
は
早
く
「
仁
明
朝
に
於
い
て
は
嵯
峨
天
皇
と
関
係
を
も
つ
人
が
重
要
さ
れ
る
傾
向
が

（
ｕ
）

あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
よ
り
具
体
的
に
言
及
さ
れ
た
の
は
福
井
氏
で
、
氏
は
「
仁
明
天
皇
の
即
位
か
ら
承
和

の
変
に
い
た
る
ま
で
に
藩
邸
の
旧
臣
で
参
議
に
登
用
さ
れ
た
の
は
藤
原
良
房
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
は
嵯
峨
上
皇
の
関
係
や
い
わ
ゆ
る
良
吏
な

（
岨
）

ど
が
参
議
に
登
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
福
井
氏
は
仁
明
即
位
直
後
の
議
政
官
人
事
は
嵯
峨
関
係
者
中
心
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
良

房
だ
け
は
そ
の
関
係
と
は
認
め
ず
、
仁
明
の
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
氏
の
見
解
は
、
良
房
の
急
昇

進
の
原
因
を
良
房
婚
よ
り
も
仁
明
近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
り
重
視
す
る
立
場
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
家
柄

そ
の
他
良
房
と
同
等
の
条
件
を
持
ち
、
仁
明
の
近
臣
中
の
近
臣
で
あ
っ
た
長
良
が
さ
し
て
昇
進
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
福
井
氏
の
見
解

を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
、
六
人
中
五
人
ま
で
が
嵯
峨
関
係
者
で
あ
る
の
に
、
良
房
の
み
を
仁
明
関
係
者
と
認
定
し

上
位
で
あ
っ
た
の
が
、
仁
明
朝
に
な
る
と
両
君

外
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
同
じ
期
間
中
に
従
五
位
上
か
ら
正
五
位
下
左
衛
門
佐
へ
昇
進
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
良
房
の
昇
進
が
主
と
し
て
仁
明
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
な

ら
ば
、
条
件
的
に
は
殆
ど
同
一
で
あ
っ
た
兄
弟
の
間
に
こ
の
よ
う
な
極
端
な
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
淳
和
朝
は
長
良
の
方
が

上
位
で
あ
っ
た
の
が
、
仁
明
朝
に
な
る
と
両
者
の
地
位
が
逆
転
し
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
良
房
の
昇
進
の
要
因
が
仁
明
と
の
関
係
以
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恐
ら
く
、
嵯
峨
の
構
想
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
腹
心
冬
嗣
の
男
子
で
、
有
能
で
あ
り
、
娘
と
結
婚
さ
せ
最
も
近
親
な
存

在
で
あ
っ
た
良
房
に
仁
明
の
強
力
な
側
近
と
し
て
の
中
心
的
役
割
を
与
え
る
。
同
時
に
か
っ
て
自
分
の
近
臣
で
あ
っ
た
鹿
取
・
氏
公
・
安
仁
に

補
佐
役
を
分
担
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
良
房
を
筆
頭
と
し
て
、
嵯
峨
旧
近
臣
を
中
心
と
し
た
安
定
し
た
仁
明
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
判
断
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
嵯
峨
の
構
想
が
、
仁
明
自
身
の
意
思
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
良
房
の
急
昇
進
を
中
心
と

し
た
嵯
峨
旧
近
臣
の
議
政
官
人
事
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
良
房
の
急
昇
進
を
企
図
し
た
人
物
は
嵯
峨
で
あ
っ
て
、
淳
和
朝
で

は
弟
の
淳
和
天
皇
に
遠
慮
し
て
良
房
の
昇
進
を
表
面
化
さ
せ
な
か
っ
た
嵯
峨
が
、
息
男
の
仁
明
の
時
代
に
な
る
と
そ
の
思
い
を
一
気
に
達
成
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
嵯
峨
が
、
結
婚
直
後
の
二
○
才
の
良
房
に
ど
の
程
度
の
期
待
を
抱
い
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
が
、
少
な
く
と
も
仁
明

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
、
良
房
の
昇
進
の
主
因
は
仁
明
と
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
嵯
峨
の
娘
を
妻
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
舅
嵯
峨
か
ら
特

別
な
配
慮
を
得
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
に
舅
と
し
て
の
嵯
峨
の
配
慮
の
み
が
急
昇
進
の
原
因

で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
嵯
峨
に
は
も
う
一
つ
、
こ
れ
が
主
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仁
明
の
父
と
し
て
の
構
想
の
故
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
嵯
峨
は
、
良
房
婚
の
頃
退
位
し
、
位
を
弟
淳
和
に
譲
っ
た
。
退
位
後
、
嵯
峨
の
最
大
の
関
心
事
は
、
自
分
の
息
男
仁
明
が
天

皇
に
即
位
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
時
、
仁
明
が
政
治
を
運
営
す
る
上
で
、
困
難
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
良
房
の
昇
進
を
嵯
峨
の
娘
ム
コ
の
故
と
解
す
れ
ば
、
六
人
全
員
が
嵯
峨
関
係
者
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
仁
明
即
位
初
期

の
特
殊
な
人
事
は
、
父
嵯
峨
が
人
事
に
介
入
し
た
意
志
の
表
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
新
し
く
天
皇
に
な
っ
た
仁
明
が
、

わ
ざ
わ
ざ
、
父
の
関
係
者
ば
か
り
を
議
政
官
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
玉
井
・
福
井
両
氏
は
、
仁
明
即
位
初
期
の
議
政
官
人

事
の
特
色
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
玉
井
氏
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
福
井
氏
は
、
天
皇
の
代
替
り
に
伴
う
皇
太
子

時
代
の
近
臣
集
団
の
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
の
見
解
で
あ
る
た
め
に
、
仁
明
関
係
に
力
点
が
置
か
れ
、
嵯
峨
の
意
志
に
つ
い
て
は
や
は
り
検
討

よ
い
か
、
が
模
索
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
れ
て
い
な
い
。

（
媚
）

よ
う
と
す
る
論
旨
の
展
開
に
は
無
理
が
あ
る
。
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結
果
は
、
こ
の
期
間
に
叙
位
の
回
数
が
一
度
（
一
三
六
人
）
、
二
度
（
一
五
人
）
、
三
度
（
○
人
）
、
四
度
（
一
人
）
で
あ
る
。
二
度
の
叙
位
を

受
け
た
者
は
全
体
の
一
割
程
の
一
五
人
で
あ
る
。
や
は
り
、
四
年
足
ら
ず
の
短
い
期
間
中
に
二
度
も
叙
位
さ
れ
る
こ
と
は
、
官
僚
社
会
で
は
誰

に
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
一
五
人
の
中
に
は
源
信
・
藤
原
常
嗣
の
よ
う
に
す
で
に
参
議
に
な
っ
て
い
た
者
が
二

人
、
滋
野
貞
主
・
藤
原
助
な
ど
後
に
参
議
に
な
っ
た
者
が
五
人
と
、
半
数
近
く
が
議
政
官
に
ま
で
昇
進
し
た
人
々
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
短
期
間
の
叙
位
任
官
は
エ
リ
ー
ト
程
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

良
房
の
昇
進
過
程
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
仁
明
の
即
位
し
た
天
長
一
○
年
三
月
六
日
か
ら
承
和
二
年
四
月
七
日
ま
で
の
間
に
異
常
に
昇
進
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
昇
進
は
、
良
房
一
人
が
特
別
に
昇
進
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
に
も
同
様
な
人
物
が
存
在
し
、
良
房
と
平
行
し
て

昇
進
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
付
け
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
こ
で
、
他
の
官
僚
達
は
ど
の
よ
う
な
昇
進
状
況
で
あ
っ
た
の
か
、

『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
期
間
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
叙
位
（
従
五
位
下
以
上
）
を
す
べ
て
取
り
上
げ
て
、
誰
が
何
度
叙
位
さ
れ
て
い
る

か
を
検
証
し
て
み
た
（
期
間
を
承
和
二
年
四
月
七
日
ま
で
に
限
る
と
良
房
の
み
に
有
利
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
一
応
翌
三
年
一
二
月
末
日
ま
で

か
を
検
証
し
て
み
た
（
期
間
．

つ
ま
り
、
良
房
を
急
激
に
昇
進
さ
せ
た
嵯
峨
の
目
的
は
、
「
良
房
の
冬
嗣
化
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
っ
て
の
冬
嗣
が
嵯
峨
に
対
し
て

忠
実
・
有
能
な
臣
下
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
良
房
が
仁
明
に
対
し
て
忠
実
・
有
能
な
臣
下
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

即
位
の
時
は
、
三
○
才
と
な
り
一
人
前
に
成
長
し
た
良
房
に
対
し
て
強
い
期
待
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
異
常
な
程
に

良
房
を
昇
進
さ
せ
た
こ
と
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
嵯
峨
が
良
房
に
期
待
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
良
房
に
対
す
る
過
大
な
昇
進
は
あ
り
得
な

の
三
年
一
○
ケ
月
間
と
し
た
）
。

い
か
ら
で
あ
る
。

四
良
房
婚
の
意
義

－27－



良
房
に
対
す
る
処
遇
は
全
官
僚
の
中
で
、
さ
し
た
る
競
争
相
手
も
な
く
、
良
房
一
人
が
他
を
圧
倒
す
る
昇
進
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
、
以
上

の
調
査
か
ら
立
証
で
き
た
か
と
思
う
。
良
房
の
周
辺
に
は
彼
と
競
合
者
と
な
り
得
る
人
物
は
一
人
も
存
在
せ
ず
、
良
房
が
別
格
に
優
遇
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
ラ
イ
バ
ル
を
伴
わ
な
い
、
単
独
の
優
遇
者
（
エ
リ
ー
ト
）
が
出
現
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
ラ
イ
バ
ル
の
い
な
い
エ
リ
ー
ト
議
政
官
の
出
現
の
意
味
を
も
う
少
し
説
明
し
て
い
こ
う
。
藤
原
氏
の
第
二
～
七
世
代
で
、
議
政
官

に
到
達
し
た
人
物
を
み
る
と
、
第
二
世
代
で
は
四
人
全
員
が
議
政
官
に
な
っ
て
い
る
。
四
人
全
員
が
議
政
官
に
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
父
不

（
妬
）

比
等
の
政
治
的
な
意
図
が
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
、
嫡
子
制
が
充
分
発
達
し
な
か
っ
た
古
代
の
親
族
構
造
が
存
在
し
て
い
た
。
第
三
世
代
で
も

四
人
の
各
々
の
子
供
が
議
政
官
に
な
り
、
合
計
で
は
一
五
人
と
い
う
数
に
達
し
て
い
る
。
仮
に
、
一
男
の
武
智
麿
が
嫡
子
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

議
政
官
と
い
う
重
要
ポ
ス
ト
は
武
智
麿
の
男
子
に
集
中
し
、
他
の
二
～
四
男
は
そ
の
数
が
相
対
的
に
減
少
し
、
世
代
と
と
も
に
低
下
し
て
い
く

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
世
代
で
は
、
南
家
流
四
人
・
北
家
流
六
人
・
式
家
流
四
人
・
京
家
流
一
人
と
、
京
家
流
は
弱
小
な
面
が
あ
る
が
、

同
期
間
中
に
三
度
叙
位
を
受
け
た
者
は
○
人
で
あ
っ
た
。
四
度
の
叙
位
を
得
た
者
は
良
房
一
人
で
あ
る
。
以
上
が
仁
明
即
位
直
後
の
三
年
一

○
ケ
月
間
の
叙
位
状
況
で
あ
る
。
二
度
も
叙
位
さ
れ
た
者
が
全
体
の
一
割
程
度
し
か
い
な
い
状
況
の
な
か
で
、
良
房
の
み
が
四
度
も
叙
位
さ
れ

る
こ
と
が
仁
明
朝
内
で
何
を
意
味
し
て
い
る
か
明
快
で
あ
ろ
う
。

仁
明
朝
で
の
良
房
の
位
置
を
よ
り
正
確
に
知
る
た
め
に
、
同
様
な
方
法
で
文
徳
の
即
位
後
を
調
査
す
る
と
、
叙
位
の
回
数
が
一
度
（
一
四
一

人
）
、
二
度
（
三
人
）
、
三
度
（
一
人
）
、
四
度
（
○
人
）
で
あ
っ
た
。
二
度
が
三
人
と
仁
明
朝
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。
や
は
り
、
四
年
た
ら
ず

の
間
に
二
度
の
叙
位
は
よ
ほ
ど
の
事
情
が
な
け
れ
ば
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
文
徳
朝
で
三
度
の
叙
位
を
受
け
た
人
物
は
良
房
の
兄
長
良
で
、

こ
れ
は
長
良
が
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
良
房
の
采
配
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
文
徳
朝
は
良
房
の
権
力
が
前

代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
大
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
文
徳
朝
の
叙
位
を
み
て
も
い
か
に
良
房
の
そ
れ
が
特
別

で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
渡
辺
正
気
氏
に
よ
れ
ば
、
文
徳
朝
の
五
位
以
上
の
同
時
生
存
者
は
約
四
○
○
名
前
後
と
の
こ

（
“
）

と
で
あ
る
。
仮
に
仁
明
朝
も
そ
れ
と
同
様
と
す
れ
ば
、
良
房
は
五
位
以
上
の
官
僚
四
○
○
名
の
中
で
、
只
一
人
飛
び
抜
け
た
昇
進
を
し
て
い
る

（
“
）

と
で
あ
る
。
仮
に
仁
明
知

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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表9世代別藤原氏四家の議政官 南
家
流
は
北
家
流
よ
り
も
二
人
少
な
く
、
や
は
り
武
智
麿
を
嫡
子
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

八
世
紀
の
議
政
官
を
分
析
し
た
倉
本
氏
は
、
唐
制
で
は
蔭
位
制
が
嫡
長
子
系
列
し
か
及
ば
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
制

で
は
庶
子
庶
孫
と
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
と
し
、
こ
の
特
質
は
「
律
令
制
定
者
が
、
一
氏
族
の
内
に
一
個
の
嫡
流
が
形
成
さ
れ
て
そ
の
系
統

の
み
か
ら
議
政
官
が
出
る
と
い
う
事
態
を
望
ま
ず
、
氏
を
ほ
ぼ
同
じ
格
の
い
く
つ
も
の
家
に
分
解
し
、
蔭
位
制
を
有
利
に
利
用
し
得
る
氏
族
に

（
妬
）

と
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
家
か
ら
も
高
位
者
（
し
た
が
っ
て
議
政
官
）
が
出
る
と
い
う
事
態
を
望
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
世
代
別
に
藤
原
氏
四
家
の
議
政
官
の
数
値
の
変
遷
を
み
る
と
〔
表
９
〕
、
第
二
～
五
世
代
ま
で
は
、
一
つ
の
家
が
嫡
流
と
な
り
、
議
政

世代

家
家
家
一

官
を
独
占
的
に
排
出
す
る
形
跡
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
八
世
紀
の
藤
原
氏
に
は
嫡
流
た
る
家
（
し
た
が
っ
て

嫡
流
意
識
）
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

八
世
紀
の
政
治
史
上
、
房
前
・
仲
麻
呂
・
良
継
・
百
川
・
縄
麻
呂
・
魚
名
・
種
継
等
は
政
治
的
権
力
を
保
持
し
て

い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
北
家
流
↓
南
家
流
↓
式
家
流
↓
式
家
流
↓
南
家
流
↓
北
家
流
↓
式

家
流
で
あ
る
。
権
力
の
移
動
は
各
流
に
わ
た
っ
て
お
り
、
一
つ
の
流
が
独
占
し
、
一
つ
の
流
内
で
権
力
移
動
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
権
力
奪
取
競
争
は
四
家
流
（
京
家
流
は
早
く
か
ら
不
振
で
あ
っ
た
の
で
実
質
的
に
は
三
家
流
）

内
で
平
等
的
能
力
主
義
的
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
兄
弟
間
で
の
昇
進
競
争
が
平
等
的
能
力

主
義
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
原
理
的
に
同
一
基
盤
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
嫡
流
意
識
が
厳
然
と
確
立
し
て
い
れ
ば
、

各
流
に
順
繰
り
に
政
治
的
主
導
権
が
移
動
す
る
よ
う
な
現
象
が
発
生
す
る
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は
り
八
世
紀
に
は

藤
原
氏
内
に
嫡
流
と
認
識
さ
れ
る
流
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
世
紀
後
半
頃
か
ら
こ
の
様
相
が
変
わ
っ
て
く
る
。
氷
上
川
継
事
件
で
京
家
流
の
浜
成
が
、
同
年
不
明
事
件
で
北

家
流
の
魚
名
が
、
伊
予
親
王
事
件
で
南
家
流
の
雄
友
・
乙
叡
が
、
そ
し
て
薬
子
の
変
で
式
家
流
の
仲
成
・
北
家
流
の

真
夏
が
没
落
し
て
い
っ
た
。
強
力
な
競
争
相
手
が
次
々
に
消
滅
す
る
な
か
で
、
北
家
流
の
冬
嗣
は
嵯
峨
に
密
着
し
、

権
力
者
に
成
長
し
た
。
そ
の
息
男
良
房
は
潔
姫
婚
を
足
掛
か
り
と
し
て
権
力
者
に
成
長
し
、
承
和
の
変
に
お
い
て
北
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そ
し
て
、
応
天
門
の
変
の
後
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
八
月
一
九
日
良
房
は
清
和
天
皇
（
一
七
才
）
の
摂
政
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
四

ヶ
月
後
の
一
二
月
八
日
良
房
は
猷
子
基
経
を
正
四
位
下
参
議
か
ら
一
気
に
従
三
位
中
納
言
と
し
た
。
こ
の
時
基
経
は
七
人
を
超
え
て
昇
進
し
た
。

基
経
は
養
父
良
房
と
同
じ
異
例
の
「
七
人
超
」
の
昇
進
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
細
か
く
み
れ
ば
、
良
房
の
時
は
位
が
「
権
中
納
言
」
で
あ
っ

た
の
が
、
基
経
は
「
中
納
言
」
で
あ
り
一
ラ
ン
ク
上
で
あ
り
、
年
齢
も
良
房
が
三
二
才
で
、
基
経
は
三
一
才
で
あ
る
か
ら
基
経
の
方
が
よ
り
優

遇
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
良
房
の
前
例
が
基
経
に
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
「
七
人
超
」
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

良
房
は
、
弟
の
良
相
を
政
権
か
ら
遠
避
け
、
養
子
基
経
に
政
権
を
与
え
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
過
去
の
権
力
者
は
自
分
の
生
存
中
に

自
己
の
築
き
上
げ
た
権
力
を
息
男
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
権
力
者
に
な
っ
て
も
、
律
令
の
構
造
上
息
男
を
短
期
間
に

（
灯
）

自
己
と
同
程
度
の
身
分
に
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
嫡
子
制
の
未
発
達
の
た
め
に
一
族
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
同

等
の
高
官
（
も
し
く
は
そ
の
予
備
的
人
材
）
が
存
在
し
て
い
た
故
に
、
八
世
紀
の
権
力
者
は
本
人
一
代
限
り
で
終
わ
り
、
権
力
の
父
子
継
承
が
で

き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
上
述
の
権
力
者
達
は
父
子
が
そ
ろ
っ
て
権
力
者
と
い
う
例
は
房
前
ｌ
魚
名
以
外
誰
も
い
な
い
。
房
前
ｌ
魚
名
に
し
て

も
、
房
前
が
死
去
し
た
時
魚
名
は
一
六
才
で
あ
り
、
房
前
が
魚
名
を
権
力
者
に
育
て
た
の
で
は
な
い
。
魚
名
は
父
の
死
後
自
己
の
能
力
に
よ
っ

て
権
力
者
に
成
長
し
た
の
で
あ
っ
て
、
房
前
か
ら
魚
名
へ
と
権
力
が
移
譲
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
従
来
の
能
力
主
義
と
い
う
、
い
わ

ば
自
然
的
状
態
で
父
子
が
た
ま
た
ま
権
力
者
で
あ
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
良
房
は
基
経
に
「
七
人
超
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生
存
中
に
藤
原
氏
最
高
権
力
者
の
地
位
を
父
か
ら
子
へ
と

移
譲
し
た
。
基
経
は
養
父
か
ら
直
接
権
力
を
受
け
た
後
、
養
父
以
上
の
権
力
者
へ
と
成
長
し
た
。
藤
原
氏
初
の
最
高
権
力
者
の
父
子
継
承
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。

家
流
の
愛
発
・
式
家
流
の
吉
野
を
失
脚
さ
せ
た
。
良
房
は
従
来
の
藤
原
氏
の
権
力
者
と
は
異
な
っ
て
、
四
家
流
に
ラ
イ
バ
ル
ら
し
き
ラ
イ
バ
ル

を
持
た
な
い
単
独
の
権
力
者
へ
と
成
長
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
藤
原
氏
最
高
権
力
者
の
地
位
は
本
人
か
ら
そ
の
兄
弟
も
し
く
は
四
家
流
の
他
の
有
力
者
へ
と
移
転
し
、
そ
の
後
に
次
の
世
代
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
良
房
１
基
経
の
父
子
継
承
に
よ
っ
て
、
良
房
の
築
き
上
げ
た
政
治
権
力
が
、
兄
弟
そ
の
他
四
家
流
の
他
の
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（
岨
）

よ
り
正
確
を
期
す
た
め
、
次
の
資
料
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
〔
表
岨
〕
。
こ
れ
は
、
玉
井
氏
の
作
成
し
た
資
料
に
筆
者
の
調
査
を
付
加
し
た

も
の
で
、
光
仁
朝
と
仁
明
朝
に
お
け
る
四
家
流
の
議
政
官
の
数
の
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
光
仁
朝
は
四
家
の
議
政
官
の

数
は
あ
る
家
に
偏
在
す
る
こ
と
な
く
平
等
的
傾
向
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
仁
明
朝
に
な
る
と
、
承
和
一
○
年
頃
を
境
に
し

て
平
等
性
が
崩
壊
し
、
議
政
官
は
北
家
の
独
占
す
る
体
制
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
承
和
一
○
年
の
前
年
に
は
承
和
の
変
が
あ
り
、
良
房
の
権

地
位
に
転
落
し
て
い
る
。

有
力
者
を
中
間
に
入
れ
る
こ
と
な
く
直
接
基
経
へ
移
転
さ
れ
、
権
力
の
父
子
独
占
が
実
現
し
た
。
良
房
は
嵯
峨
に
よ
り
高
官
に
育
て
ら
れ
、
平

（
帽
）

安
前
期
第
一
位
の
昇
進
者
と
な
り
、
権
力
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
基
経
は
養
父
に
よ
っ
て
直
接
高
官
に
育
て
ら
れ
、
権
力
者
と
な
っ
た
。
父

子
は
、
他
の
兄
弟
一
族
の
者
と
は
別
格
に
身
分
の
高
い
妻
篁
親
女
子
）
を
得
た
こ
と
を
利
し
て
、
血
統
・
官
位
・
姻
戚
関
係
ど
れ
を
と
っ
て

も
名
実
と
も
に
特
別
の
系
統
と
し
て
身
分
的
に
急
上
昇
し
た
。
こ
の
結
果
、
良
房
１
基
経
の
系
統
は
藤
原
氏
内
で
身
分
的
分
裂
現
象
を
惹
起
し
、

自
他
と
も
に
認
め
る
特
権
階
級
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
藤
原
氏
は
、
各
流
が
平
等
的
地
位
を
保
持
し
て
い
た
の
が
、

良
房
１
基
経
に
よ
る
権
力
の
父
子
継
承
の
実
現
に
よ
っ
て
、
権
力
を
継
承
で
き
る
流
と
で
き
な
い
流
と
の
間
に
階
級
的
上
下
関
係
が
成
立
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
藤
原
氏
の
中
に
「
嫡
流
」
と
「
傍
流
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

各
家
別
に
議
政
官
数
の
変
遷
を
み
て
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
、
良
房
が
権
力
の
父
子
継
承
を
実
現
す
る
た
め
に
是
非
と
も
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
北
家
流
以
外
の
議
政
官
の
出
現
を
出
来
る
限
り
抑
制
し
、
廟
堂
を
北
家
流
で
独
占
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
承
和
の
変
（
承
和
九
年
）

か
ら
良
房
の
死
去
ま
で
、
三
○
年
間
に
藤
原
氏
で
議
政
官
と
な
っ
た
者
は
助
か
ら
仲
縁
ま
で
一
二
名
で
あ
る
。
う
ち
北
家
流
一
○
名
・
南
家
流

一
名
・
式
家
流
一
名
で
あ
る
。
明
ら
か
に
良
房
の
窓
意
的
操
作
に
よ
っ
て
、
従
来
の
議
政
官
構
成
の
平
等
的
原
理
が
崩
壊
し
、
良
房
を
中
心
と

し
た
北
家
流
に
有
利
な
補
任
へ
と
変
え
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
期
間
は
世
代
別
藤
原
四
家
の
議
政
官
数
の
第
六
世
代
（
良
房
の
世
代
）
の

時
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
北
家
流
八
人
・
南
家
流
一
人
・
式
家
流
一
名
で
両
者
の
数
値
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
第
七
・
八
世
代
を
み

れ
ば
、
南
家
は
や
や
復
活
し
て
い
る
が
、
政
治
の
中
枢
権
力
の
見
地
か
ら
言
え
ば
も
は
や
北
家
に
対
抗
す
る
力
は
失
っ
て
い
る
こ
と
は
覆
う
べ

き
も
な
い
。
要
す
る
に
、
第
六
世
代
以
降
に
な
る
と
、
南
家
流
・
式
家
流
は
長
年
保
持
し
て
い
た
権
威
・
権
利
が
断
絶
せ
し
め
ら
れ
、
傍
系
の
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表10光仁朝における藤原氏公卿（参議以上）の家別構成（玉井氏作成）

ツ l［

３
３
１
１

永
家
一

(各年12月の状況によって作成した。但し天応元年のみは3月）

仁明朝における議政官の藤原四家流別構成（栗原作成）

’
０南家

北家

流

流
流

４
０式家

京家流 0
－

(各年の正月を基準とした）

最
後
に
、
本
稿
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。

良
房
は
、
嵯
峨
朝
に
は
人
臣
初
の
天
皇
の
ム
コ
と
な
り
、
仁
明
朝
に
は

人
臣
と
し
て
最
速
の
昇
進
を
与
え
ら
れ
、
文
徳
朝
に
は
人
臣
初
の
太
政
大

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
基
経
の
「
七
人
超
」
は
承
和
の
変
か
ら
二
四

年
後
で
あ
っ
て
、
藤
原
北
家
の
独
占
体
制
が
確
立
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、

「
嫡
流
」
と
「
傍
流
」
分
裂
は
動
か
し
が
た
い
趨
勢
で
あ
っ
た
。
良
房
・

基
経
の
時
代
に
嫡
流
が
形
成
さ
れ
た
後
に
出
現
し
た
権
力
者
は
、
良
房
以

前
の
そ
れ
と
は
明
確
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
時
平
↓
忠
平
↓
師
輔
↓

道
隆
↓
道
長
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
権
力
の
中
枢
に
位
置
し
て
い
る
が
、

彼
ら
は
全
員
基
経
の
子
孫
で
あ
り
、
権
力
は
同
一
流
内
で
移
動
し
て
い
る
。

嫡
流
が
形
成
さ
れ
る
と
最
高
権
力
が
流
外
に
出
る
こ
と
は
な
く
安
定
的
に

基
経
流
の
誰
か
に
伝
え
ら
れ
、
良
房
以
前
の
よ
う
に
各
家
流
に
次
々
と
権

力
者
が
出
現
す
る
こ
と
は
絶
え
て
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

力
が
一
層
強
大
化
し
た
年
で
あ
り
、
こ
の
年
以
降
四
家
流
内
の
平
等
性
が

崩
壊
し
た
形
跡
を
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
承
和
一
○
年
に
は
七
○
才
の
式

家
の
最
期
の
廟
堂
の
首
座
藤
原
緒
嗣
が
死
去
し
た
こ
と
も
、
同
流
の
没
落

を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に
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臣
と
な
り
、
清
和
朝
に
は
人
臣
初
の
摂
政
と
な
っ
た
。
良
房
は
四
代
の
天
皇
に
よ
っ
て
最
高
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
、
平
安
時
代
前
期
最
高
の
エ

リ
ー
ト
官
僚
へ
押
し
上
げ
ら
れ
た
。
良
房
の
上
昇
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
天
皇
の
ム
コ
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た

父
子
は
、
他
の
兄
弟
一
族
の
者
と
は
別
格
に
身
分
の
高
い
妻
（
皇
親
女
子
）
を
得
た
こ
と
を
利
し
て
、
血
統
・
官
位
・
姻
戚
関
係
ど
れ
を
と

っ
て
も
名
実
と
も
に
特
別
の
系
統
と
し
て
身
分
的
に
急
上
昇
し
た
。
こ
の
結
果
、
良
房
１
基
経
の
系
統
は
藤
原
氏
内
で
身
分
的
分
裂
現
象
を
惹

起
し
、
自
他
と
も
に
認
め
る
特
権
階
級
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
藤
原
氏
は
、
各
流
が
平
等
的
な
政
治
的
地
位
を
保
持

良
房
婚
は
古
代
の
皇
親
女
子
の
結
婚
史
上
に
お
い
て
特
例
中
の
特
例
で
、
五
世
紀
以
来
天
皇
一
族
に
続
い
て
き
た
禁
制
の
伝
統
を
破
っ
て
実

現
し
た
歴
史
上
稀
に
み
る
結
婚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
冬
嗣
流
男
子
の
婚
姻
史
上
に
お
い
て
も
兄
弟
間
格
差
も
な
く
、
一
貫
し
て

五
～
四
位
ク
ラ
ス
の
女
性
を
妻
と
し
て
い
た
伝
統
的
観
念
を
大
き
く
変
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。

良
房
は
天
皇
の
婿
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
承
和
二
年
に
「
七
人
超
」
と
い
う
平
安
前
期
の
議
政
官
の
中
で
最
年
少
最
速
の
昇
進

を
与
え
ら
れ
、
競
合
者
の
い
な
い
最
高
権
力
者
に
成
長
し
た
。
良
房
を
優
遇
し
た
人
物
は
舅
の
立
場
に
あ
っ
た
嵯
峨
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

嵯
峨
は
我
が
子
の
仁
明
体
制
を
支
え
る
た
め
の
中
心
人
物
を
良
房
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

良
房
は
過
大
な
昇
進
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
安
前
期
の
最
高
権
力
者
に
な
っ
た
が
、
彼
一
人
に
な
さ
れ
た
特
別
待
遇
は
藤
原
氏
全

体
の
政
治
権
力
構
造
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
不
比
等
の
子
供
の
第
二
世
代
～
第
五
世
代
（
冬
嗣
の
世
代
）
ま
で
は
、
嫡
流
が
成
立
し
て

お
ら
ず
、
一
つ
の
家
が
議
政
官
を
独
占
的
に
排
出
す
る
こ
と
は
な
く
平
等
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
良
房
が
権
力
を
握
っ
た
第
六
世
代
で
は
北

家
が
議
政
官
を
独
占
し
そ
れ
以
降
、
南
家
や
式
家
な
ど
は
傍
流
に
転
落
し
て
い
る
。

ま
た
、
藤
原
氏
最
高
権
力
者
の
地
位
は
、
従
来
は
、
当
事
者
か
ら
兄
弟
も
し
く
は
四
家
流
の
他
の
有
力
者
へ
と
移
転
し
、
そ
の
後
に
次
の
世

代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
七
人
超
」
の
破
格
の
昇
進
を
得
た
良
房
は
、
後
に
養
子
の
基
経
に
同
じ
よ
う
に
「
七
人
超
」
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生
存
中
に
藤
原
氏
最
高
権
力
者
の
地
位
を
父
か
ら
子
へ
と
移
譲
し
た
。
こ
こ
に
藤
原
氏
初
の
最
高
権
力
者
の

と
考
え
ら
れ
る
。

父
子
継
承
が
実
現
し
た
。
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し
て
い
た
の
が
、
良
房
１
基
経
に
よ
る
権
力
の
父
子
継
承
の
実
現
に
よ
っ
て
、
権
力
を
継
承
で
き
る
流
と
で
き
な
い
流
と
の
間
に
階
級
的
上
下

関
係
が
成
立
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
藤
原
氏
の
中
に
「
嫡
流
」
と
「
傍
流
」
が
成
立
し
た
。

良
房
・
基
経
の
時
代
に
嫡
流
が
形
成
さ
れ
る
と
、
後
に
出
現
し
た
権
力
者
は
、
彼
ら
は
全
員
基
経
の
子
孫
で
あ
り
、
最
高
権
力
は
同
一
流
内

で
独
占
さ
れ
、
流
外
に
出
る
こ
と
は
な
く
安
定
的
に
基
経
流
の
誰
か
に
伝
え
ら
れ
、
良
房
以
前
の
よ
う
に
他
家
の
流
に
次
々
と
権
力
者
が
出
現

以
上
の
よ
う
に
、
良
房
に
対
し
て
天
皇
の
娘
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
破
格
の
昇
進
が
与
え
ら
れ
る
と
藤
原
氏
内
部
で
身
分
分
裂
が
生

じ
、
別
格
の
特
権
階
級
が
生
ま
れ
、
四
家
流
に
あ
っ
た
平
等
性
が
崩
れ
た
。
つ
ま
り
、
良
房
婚
は
藤
原
氏
内
に
嫡
流
と
傍
流
を
生
み
出
す
契
機

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
良
房
婚
の
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
こ
と
は
消
滅
し
た
。

《
汪（
１
）
栗
原
弘
「
皇

二
○
○
二
年
）
。 「皇

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
３
）

へ

2

こ
の
外
に
藤
原
五
百
重
娘
（
麻
呂
母
）
が
妻
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
五
百
重
娘
は
不
比
等
の
異
母
妹
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
女
性
で
あ

り
、
二
人
の
関
係
が
「
密
通
」
で
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
い
た
。
な
お
、
〔
表
１
〕
冬
嗣
流
の
妻

方
の
身
分
表
は
『
尊
卑
分
脈
』
を
参
考
と
し
、
そ
の
ほ
か
国
史
な
ど
を
も
っ
て
一
部
補
訂
し
た
。

安
倍
息
道
の
位
階
は
「
尊
卑
分
豚
』
第
一
編
、
三
二
頁
、
「
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
年
三
月
癸
夘
条
に
従
四
位
下
と
あ
る
。
筆
者
が
、
「
藤
原
内

麿
家
族
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
歴
史
』
第
五
二
号
、
一
九
九
○
年
）
三
○
頁
で
「
従
五
下
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
こ
こ
で
訂
正
し
た
い
。
佐

伯
久
良
麿
の
位
階
は
「
続
日
本
紀
』
延
暦
五
年
九
月
乙
夘
条
に
従
四
位
上
と
あ
る
。

以
下
の
内
麿
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
栗
原
、
注
（
３
）
前
掲
論
文
参
照
。

『
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
八
年
一
二
月
乙
亥
条
。

『
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
八
年
九
月
乙
巳
条
。

親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
ｌ
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
ｌ
」
（
「
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
」
第
二
号
、
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（
妬
）
栗
原
、
注
（
３
）
前
掲
論
文
、
三
六
頁
。

（
咽
）
潔
姫
の
結
婚
は
嵯
峨
が
一
方
的
に
独
断
で
決
定
し
良
房
に
与
え
た
と
は
考
え
が
た
い
。
冬
嗣
に
何
ら
か
の
相
談
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、

決
定
は
二
人
の
合
議
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
何
故
一
男
の
長
良
で
は
な
く
、
二
男
の
良
房
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
も
う
一
人

の
候
補
者
良
相
は
良
房
よ
り
九
才
年
下
で
若
年
す
ぎ
る
）
。
嵯
峨
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
兄
弟
の
ど
ち
ら
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
最
終
的

に
良
房
が
選
ば
れ
た
の
は
、
才
能
の
差
で
あ
ろ
う
。
良
房
は
、
後
の
政
治
的
手
腕
か
ら
す
る
と
「
風
操
超
倫
」
と
評
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
風
貌
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長
良
は
良
房
婚
の
前
年
、
弘
仁
一
三
年
に
「
依
不
仕
止
昇
殿
」
（
『
公
卿
補
任
』
承

和
二
年
条
）
と
あ
っ
て
、
性
格
面
で
官
僚
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
長
良
の
こ
の
よ
う
な
性
格
の
故

に
、
潔
姫
の
相
手
は
良
房
の
方
に
決
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
Ⅳ
）
「
日
本
紀
略
』
弘
仁
一
四
年
四
月
甲
午
、
庚
子
両
条
。

（
肥
）
「
三
代
実
録
』
貞
観
一
三
年
九
月
辛
丑
条
順
子
卒
伝
に
「
仁
明
天
皇
儲
試
之
日
。
聰
以
入
宮
」
と
あ
り
、
天
長
四
年
に
文
徳
を
出
産
し
て
い

る
。
そ
れ
故
順
子
の
入
内
は
天
長
一
～
三
年
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

へへへへへ

14 13 12 11 10
…

（
７
）
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
六
月
癸
酉
条
。

（
８
）
以
下
の
冬
嗣
お
よ
び
そ
の
妻
た
ち
・
子
供
達
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
栗
原
弘
「
藤
原
冬
嗣
家
族
に
つ
い
て
」
（
「
阪
南
論
集
人
文
・
自
然
科

学
編
』
第
二
七
号
、
第
四
号
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
９
）
真
夏
は
大
同
四
年
九
月
一
五
日
備
中
権
守
に
左
降
さ
れ
亀
日
本
後
紀
乞
、
後
に
弘
仁
一
三
年
に
従
三
位
と
さ
れ
た
が
、
政
治
的
に
は
無
力

四
一
、
三
四
九
各
頁
。

栗
原
、
注
（
３
）
前
項

で
あ
っ
た
。

栗
原
、
注
（
３
）
前
掲
論
文
、
二
七
～
二
八
頁
。

栗
原
弘
『
高
群
逸
枝
の
婚
姻
女
性
史
像
の
研
究
』
（
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
）
二
三
三
頁
。

栗
原
、
注
（
８
）
前
掲
論
文
、
二
一
～
二
八
頁

坂
本
太
郎
「
藤
原
良
房
と
基
経
」
（
『
古
典
と
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
二
六
四
頁
。

米
田
雄
介
「
藤
原
良
房
の
猶
子
基
経
」
（
亀
田
隆
之
先
生
還
暦
記
念
会
「
律
令
制
社
会
の
成
立
と
展
開
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
三
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（
岨
）
任
蔵
人
の
年
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。
『
公
卿
補
任
』
天
長
二
年
条
は
天
長
二
年
正
月
と
し
、
三
年
説
も
あ
る
こ
と
を
併
記
し
て
い
る
。

同
書
は
天
長
二
年
良
房
二
三
才
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
は
良
房
を
延
暦
二
二
年
生
ま
れ
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
延
暦
二
三
年
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
尊
卑
分
脈
」
は
天
長
三
年
（
二
三
才
）
説
で
あ
る
。
「
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
」
「
国
史
大
辞
典
』
は
天
長
三
年
を
採

用
し
て
い
る
。
市
川
久
氏
は
天
長
二
年
説
で
あ
る
（
「
蔵
人
補
任
』
続
群
害
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
年
）
。
本
稿
は
天
長
三
年
（
二
三
才
）
説

を
採
用
す
る
（
栗
原
弘
「
藤
原
良
房
・
基
経
の
養
子
関
係
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」
（
「
古
代
文
化
』
〈
第
四
三
巻
、
第
一
二
号
、
一
九
九
一
年
〉

二
頁
で
は
二
二
才
と
し
た
が
こ
こ
に
訂
正
す
る
）
。

（
別
）
良
相
の
年
令
に
つ
い
て
は
、
栗
原
、
注
（
Ⅱ
）
前
掲
害
、
二
三
○
～
二
三
一
頁
参
照
。

（
Ⅲ
）
任
中
判
事
の
年
は
任
蔵
人
の
年
に
連
動
し
た
問
題
で
、
天
長
二
年
・
同
三
年
の
二
説
あ
る
。
本
稿
は
天
長
二
年
と
し
て
お
く
。

（
〃
）
「
類
聚
国
史
』
巻
九
九
、
職
官
四
、
叙
位
四
、
天
長
五
年
一
月
甲
子
条
。
な
お
、
〔
表
２
〕
〔
表
３
〕
〔
表
４
〕
〔
表
５
〕
〔
表
６
〕
〔
表
７
〕
の

年
令
は
「
公
卿
補
任
』
「
尊
卑
分
脈
」
「
大
鏡
』
「
類
聚
国
史
』
『
蔵
人
補
任
」
及
び
国
史
な
ど
を
参
考
と
し
て
作
成
し
た
。

（
路
）
『
類
聚
国
史
』
巻
六
六
、
人
部
、
莞
卒
四
位
、
天
長
九
年
三
月
癸
丑
条
、
『
文
徳
実
録
』
天
安
元
年
二
月
戊
戌
条
。

（
別
）
栗
原
、
注
（
的
）
前
掲
論
文
、
三
頁
。

（
妬
）
良
房
が
蔵
人
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
「
公
卿
補
任
』
『
尊
卑
分
脈
』
『
大
鏡
裏
書
」
と
も
に
天
長
一
○
年
二
月
と
し
て
い
る
が
、
何
日
で
あ

っ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
左
近
衛
権
少
将
へ
任
官
さ
れ
た
の
が
二
月
三
○
日
で
あ
り
、
蔵
人
頭
へ
の
任
官
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
「
職
事
補
任
』
二
群
害
類
従
」
所
収
）
の
「
三
月
」
説
が
正
し
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
邪
）
良
房
よ
り
以
前
に
、
叙
従
三
位
に
関
し
て
は
源
定
一
八
才
・
源
常
二
○
才
・
源
信
二
四
才
、
ま
た
任
中
納
言
に
関
し
て
は
源
常
二
一
才
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
嵯
峨
源
氏
に
対
す
る
昇
進
原
理
は
明
ら
か
に
臣
下
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は
別
格
に
扱
っ
た
。
し
か
し
、
良

房
お
け
る
異
常
な
昇
進
は
嵯
峨
源
氏
の
事
例
が
前
例
と
し
て
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
”
）
「
公
卿
補
任
』
承
和
二
年
条
。
な
お
、
〔
表
８
〕
超
上
席
者
表
は
『
公
卿
補
任
」
を
根
拠
と
し
て
作
成
し
た
。

（
別
）
「
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
八
年
九
月
乙
卯
条
。

（
別
）
こ
れ
以
外
に
、
源
常
の
八
入
超
・
源
定
の
六
入
超
の
嵯
峨
源
氏
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
常
は
二
一
才
で
任
中
納
言
と
い
う
異
常
な
昇

進
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
注
（
別
）
参
照
。
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（
洲
）
「
公
卿
補
任
」
天
長
二
年
条
、
「
尊
卑
分
豚
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
第
一
巻
、
四
二
頁
、
「
大
鏡
裏
書
」
。

（
別
）
玉
井
力
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
」
二
歴
史
学
研
究
』
第
二
八
六
号
、
一
九
六
四
年
）
二
四
頁
、
倉
本
一
宏
「
議
政
官
組
織
の
構
成
原
理
」

（
「
史
学
雑
誌
』
第
九
六
編
、
第
二
号
、
一
九
八
七
年
）
五
四
～
五
七
頁
。

（
塊
）
林
陸
朗
「
上
代
政
治
社
会
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
二
三
六
頁
、
福
井
俊
彦
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
「
日
本

歴
史
」
第
二
六
○
号
、
一
九
七
○
年
）
一
四
頁
、
目
崎
徳
衛
「
王
朝
の
み
や
び
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
一
○
○
頁
。

（
羽
）
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
「
う
つ
ほ
物
語
」
項
。

（
別
）
「
う
つ
ほ
物
語
」
①
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）
三
八
五
頁
。
な
お
、
同
物
語
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
江
守
五
夫
「
物
語
に
見
る
婚
姻
と

女
性
」
②
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
○
年
）
参
照
。

（
弱
）
注
（
別
）
前
掲
害
①
、
四
四
八
～
四
五
○
頁
。
江
守
、
注
（
別
）
前
掲
書
②
、
二
四
～
二
五
頁
。

女
性
」
②
（
日
本
壬

（
弱
）
注
（
別
）
前
掲
害
①
、

（
鮒
）
注
（
別
）
前
掲
書
①
、

（
師
）
注
（
別
）
前
掲
書
①
、

（
羽
）
注
（
銘
）
前
掲
害
①
、

（
釣
）
「
文
徳
実
録
」
斉
衡

（
伽
）
同
右
書
、
同
条
、
一

（
Ⅲ
）
福
井
、
注
（
塊
）
前
』

（
岨
）
玉
井
、
注
（
塊
豆
型

（
粥
）
福
井
、
注
（
躯
）
前
垣

（
“
）
福
井
氏
は
、
良
房

注
（
別
）
前
掲
書
①
、
六
七
三
頁
。
江
守
、
注
詞
）
前
掲
書
②
、
四
○
頁
。

注
（
銘
）
前
掲
害
①
、
六
七
四
頁
。
江
守
、
注
（
弘
）
前
掲
書
②
、
四
一
頁
。

「
文
徳
実
録
」
斉
衡
三
年
七
月
癸
卯
条
。

同
右
書
、
同
条
、
「
公
卿
補
任
』
承
和
二
年
条
、
「
大
鏡
裏
書
』
。

福
井
、
注
（
塊
）
前
掲
論
文
、
一
三
～
一
四
頁
。

玉
井
、
注
（
塊
）
前
掲
論
文
、
二
四
頁
。

福
井
、
注
（
躯
）
前
掲
論
文
、
一
四
頁
。

福
井
氏
は
、
良
房
の
右
大
臣
と
な
っ
た
時
の
上
表
文
に
「
早
参
藩
邸
。
聖
主
加
其
答
履
之
恩
」
（
「
続
日
本
後
紀
」
承
和
一
五
年
正
月
癸
未

条
）
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
良
房
の
昇
進
の
原
因
を
嵯
峨
よ
り
仁
明
の
方
に
力
点
を
置
く
説
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
承
和
一
五

年
時
点
で
は
す
で
に
嵯
峨
は
死
去
し
て
お
り
、
ま
た
上
表
文
は
現
天
皇
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
内
容
は
ど
う
し
て
も
現
天
皇
に
恩
顧

を
蒙
っ
た
こ
と
を
力
説
す
る
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
良
房
の
急
昇
進
は
す
べ
て
仁
明
朝
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質

的
に
は
嵯
峨
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
表
面
的
に
は
仁
明
に
よ
っ
て
昇
進
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
上

四
七
七
頁
。

六
七
三
頁
。

六
七
四
頁
。
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表
文
に
は
公
式
的
な
表
現
に
隠
さ
れ
た
真
実
が
表
出
し
て
い
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
早
参
藩
邸
」
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
文
章

は
良
房
の
昇
進
が
嵯
峨
よ
り
仁
明
関
係
の
故
と
す
る
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
妬
）
渡
辺
正
気
「
文
徳
朝
の
寵
臣
」
（
「
森
貞
次
郎
博
士
古
希
記
念
古
文
化
論
集
」
同
論
文
集
刊
行
会
刊
、
一
九
八
二
年
）
一
二
九
二
頁
。

（
妬
）
吉
田
孝
「
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
一
六
七
～
一
七
八
頁
。

（
岬
）
倉
本
、
注
（
Ⅲ
）
前
掲
論
文
、
五
九
頁
。

（
州
）
律
令
に
お
け
る
昇
進
は
、
選
叙
令
・
授
位
条
の
規
定
で
は
、
一
二
才
以
降
出
身
し
高
い
蔭
階
資
格
者
で
あ
っ
て
も
、
六
位
か
ら
出
発
し

五
～
四
位
を
経
て
三
～
二
位
と
な
る
。
こ
の
昇
進
過
程
に
は
長
い
年
月
を
必
要
と
し
、
戦
乱
の
功
臣
以
外
は
極
端
な
超
階
は
み
ら
れ
な
い
。
そ

の
た
め
、
権
力
者
と
い
え
ど
も
、
我
が
子
を
短
期
間
に
自
分
と
同
地
位
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
。

の
た
め
、
権
力
者
と
い
え
ど
も
、
垂

玉
井
力
「
弘
仁
期
に
お
け
る
女
官
の
動
向
に
つ
い
て
」
（
「
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
史
学
一
七
」
、
一
九
七
○
年
）
二
九
頁
。
ま
た
、

栗
原
、
注
（
８
）
前
掲
論
文
、
二
一
～
二
八
頁
参
照
。

栗
原
、
注
（
的
）
前
掲
論
文
参
照
。

（
平
安
時
代
家
族
史
）
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